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学校にICTが
やってきた！

特
集



　
１
時
間
目
の
授
業
が
終
わ
る
と
、

田
滝
小
学
校
の
教
室
の
前
面
と
右

側
面
に
、
巨
大
な
ス
ク
リ
ー
ン
が

下
り
て
き
ま
し
た
。
そ
こ
に
映
し

出
さ
れ
た
の
は
、
直
線
距
離
で
約

４
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
離
れ
た
徳
田
小

学
校
の
教
室
。
前
面
の
ス
ク
リ
ー

ン
に
は
徳
田
小
の
先
生
が
、
右
側

面
の
ス
ク
リ
ー
ン
に
は
徳
田
小
５

年
生
の
姿
が
見
え
ま
す
。
こ
れ
が

す
ご
い
臨
場
感
で
、
ま
る
で
同
じ

空
間
に
い
る
の
か
と
錯
覚
し
て
し

ま
う
ほ
ど
。
楽
し
そ
う
に
ス
ク
リ

ー
ン
を
見
つ
め
る
田
滝
小
の
子
ど

も
た
ち
の
目
は
、
キ
ラ
キ
ラ
と
輝

い
て
い
ま
し
た
。

　
そ
し
て
始
ま
っ
た
５
年
生
の
国

語
の
授
業
。
田
滝
小
７
人
、
徳
田

小
５
人
の
合
計
12
人
で
礼
を
し
た

あ
と
、
教
科
書
を
順
番
に
音
読
し

て
い
き
ま
す
。
田
滝
小
の
児
童
が

読
み
、
次
に
徳
田
小
の
児
童
が
読

む
と
い
う
よ
う
に
、
あ
た
か
も
同

じ
教
室
に
い
る
か
の
よ
う
に
自
然

に
音
読
が
進
ん
で
い
き
ま
す
。

　
次
は
、
説
明
文
の
要
旨
を
ま
と

め
る
と
い
う
内
容
に
移
り
ま
す
。

子
ど
も
た
ち
は
事
前
に
準
備
し
て

い
た
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
を
元
に
、
要

点
や
キ
ー
ワ
ー
ド
を
発
表
し
て
い

き
ま
す
。
発
表
さ
れ
た
内
容
か
ら
、

徳
田
小
の
先
生
が
電
子
黒
板
に
数

種
類
の
色
で
マ
ー
ク
を
し
て
い
き

ま
す
。
そ
の
マ
ー
ク
は
、
目
の
前

に
あ
る
田
滝
小
の
電
子
黒
板
に
も

同
じ
よ
う
に
表
示
さ
れ
る
の
で
、

先
生
が
別
の
教
室
に
い
る
の
を
忘

れ
て
し
ま
い
そ
う
に
な
り
ま
す
。

　
次
々
と
発
表
が
進
ん
で
い
き
、

電
子
黒
板
は
マ
ー
ク
だ
ら
け
に
な

り
ま
し
た
。
最
後
も
み
ん
な
で
あ

い
さ
つ
を
し
て
、
合
同
授
業
は
終

わ
り
ま
し
た
。

特
集

人
口
減
少
社
会
に
お
け
る
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活

用
実
証
事
業…

当
市
で
は
、
小
規
模

校
に
お
け
る
教
育
の
質
の
維
持
向
上

を
図
る
た
め
、
文
部
科
学
省
委
託
の

実
証
事
業
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

田
滝
・
田
野
・
徳
田
小
学
校
を
実
証

校
、
丹
原
小
学
校
・
丹
原
東
中
学
校

を
連
携
校
と
し
て
、
５
校
で
の
実
施

を
進
め
て
い
き
ま
す
。

１

２

５

４

３

２

１

５ ４

３

１_ スクリーンの向こうにいる徳田小
のみんなにあいさつをする田滝小の子
どもたち　２・３_ 子どもたちが発表
した内容が電子黒板に書き込まれてい
きます　４_ 終わりのあいさつも両校
のみんなで同時に行います　５_ 徳田
小の先生が書き込んだマークは田滝小
の電子黒板にも表示

１_ 電子黒板に表示されたストリート
ビューで説明する児童　２・３_ 電子
黒板に注目することで集中力も高まり
みんな授業に入り込みます　４ _「学
びあい学習」で意見を出し合う子ども
たち　５_ 完成したマップを書画カメ
ラで電子黒板に映し出し、クラスみん
なに見せます

市庁舎新館学校教育課
℡0897－52－1252

問
合
せ
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「ICT」とは Information and Communication Technology の略で、
従来の「IT（情報技術）」にコミュニケーションの重要性を加えた言葉です。
西条市では、子どもたちの学びの質を高めるため、
学校教育に ICT を活用する先進的な取り組みを進めています。

学校にICTがやってきた！

ス
ク
リ
ー
ン
を
通
し
て

つ
な
が
る
教
室

田
滝
・
徳
田
小
学
校
の
合
同
授
業

教育現場を
取材！…①

　
玉
津
小
学
校
４
年
生
の
教
室
に

あ
る
電
子
黒
板
に
は
、「
安
全
マ

ッ
プ
」
の
作
り
方
の
説
明
と
、
作

成
例
が
表
示
さ
れ
て
い
ま
す
。
先

生
が
次
に
映
し
出
し
た
の
は
、
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
利
用
で
き
る

地
図
「
グ
ー
グ
ル
マ
ッ
プ
」
の
画

面
。
玉
津
地
域
の
航
空
写
真
を
元

に
し
た
地
図
が
表
示
さ
れ
ま
す
。

　
先
生
に
ど
ん
な
場
所
が
危
な
い

か
を
聞
か
れ
る
と
、
子
ど
も
た
ち

は
次
々
に
手
を
挙
げ
て
発
表
し
て

い
き
ま
す
。
場
所
を
特
定
す
る
た

め
に
画
面
を
触
っ
て
地
図
を
拡
大

し
て
い
く
と
、
み
ん
な
興
味
津
々

で
電
子
黒
板
の
画
面
に
注
目
し
ま

す
。
最
後
に
グ
ー
グ
ル
マ
ッ
プ
の

機
能
「
ス
ト
リ
ー
ト
ビ
ュ
ー
」
で
、

路
地
の
様
子
ま
で
も
が
表
示
さ
れ

ま
す
。
発
表
す
る
児
童
は
、
表
示

さ
れ
た
道
路
や
建
物
を
元
に
、
具

体
的
に
ど
う
い
う
と
こ
ろ
が
危
険

な
場
所
か
を
説
明
し
ま
す
。

　
次
に
授
業
は
、「
学
び
あ
い
学

習
」
に
進
み
ま
す
。
子
ど
も
た
ち

は
３
〜
４
人
ご
と
の
班
に
分
か
れ
、

危
険
な
場
所
と
安
全
な
場
所
を
グ

ル
ー
プ
で
話
し
合
い
、
付
せ
ん
に

理
由
を
書
い
て
紙
の
地
図
に
貼
り

付
け
て
い
き
ま
す
。
先
ほ
ど
航
空

写
真
や
ス
ト
リ
ー
ト
ビ
ュ
ー
を
見

た
こ
と
で
、
具
体
的
な
イ
メ
ー
ジ

を
ふ
く
ら
ま
す
こ
と
が
で
き
た
の

か
、
子
ど
も
た
ち
は
次
々
に
意
見

を
出
し
合
い
、
地
図
に
付
せ
ん
を

貼
っ
て
い
き
ま
す
。

　
最
後
は
、
班
で
作
り
上
げ
た
マ

ッ
プ
を
ク
ラ
ス
の
み
ん
な
に
発
表

し
ま
す
。
そ
の
と
き
に
役
立
っ
た

の
が
「
書
画
カ
メ
ラ
」。
マ
ッ
プ

を
カ
メ
ラ
の
下
に
持
っ
て
く
る
と
、

電
子
黒
板
に
大
き
く
映
し
出
さ
れ

ま
す
。
後
ろ
に
座
る
子
ど
も
た
ち

に
も
発
表
内
容
が
よ
く
わ
か
り
ま

す
。
発
表
す
る
側
も
、
そ
れ
を
聞

く
側
も
、
楽
し
み
な
が
ら
集
中
し

て
取
り
組
ん
で
い
ま
し
た
。

ス
ト
リ
ー
ト
ビ
ュ
ー…

地
図
上
で
指

定
し
た
道
路
の
周
囲
を
、
３
６
０
度

の
写
真
表
示
で
見
る
こ
と
が
で
き
る

グ
ー
グ
ル
マ
ッ
プ
の
機
能
。

１

２

５

４

３

２

１

５ ４

３

１_ スクリーンの向こうにいる徳田小
のみんなにあいさつをする田滝小の子
どもたち　２・３_ 子どもたちが発表
した内容が電子黒板に書き込まれてい
きます　４_ 終わりのあいさつも両校
のみんなで同時に行います　５_ 徳田
小の先生が書き込んだマークは田滝小
の電子黒板にも表示

１_ 電子黒板に表示されたストリート
ビューで説明する児童　２・３_ 電子
黒板に注目することで集中力も高まり
みんな授業に入り込みます　４ _「学
びあい学習」で意見を出し合う子ども
たち　５_ 完成したマップを書画カメ
ラで電子黒板に映し出し、クラスみん
なに見せます
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電
子
黒
板
に
は

こ
ん
な
使
い
方
も
！

玉
津
小
学
校
４
年
生
の
授
業

教育現場を
取材！…②



モ
デ
ル
校
で
の
実
証
実
験

　
当
市
で
は
、
教
育
の
情
報
化
に

関
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
先
端
的
な
取

り
組
み
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。
そ

の
目
的
は
、
①
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し

た
わ
か
り
や
す
い
授
業
で
子
ど
も

た
ち
の
学
力
を
向
上
さ
せ
る
こ
と
、

②
校
務
支
援
シ
ス
テ
ム
の
導
入
で

先
生
ら
の
負
担
を
軽
減
し
、
子
ど

も
た
ち
と
向
き
合
う
時
間
を
増
や

す
こ
と
で
す
。

　
モ
デ
ル
校
の
神
戸
小
学
校
で
は
、

平
成
25
年
度
に
電
子
黒
板
類
や
校

務
支
援
シ
ス
テ
ム
を
設
置
し
、
こ

れ
ら
の
利
活
用
を
支
援
す
る
Ｉ
Ｃ

Ｔ
支
援
員
を
配
置
す
る
な
ど
、
先

進
的
な
教
育
の
情
報
化
に
つ
い
て

の
実
証
実
験
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
で
は
、
多
く
の

子
ど
も
た
ち
が
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
使
っ
た

授
業
は
よ
く
わ
か
る
と
回
答
。
保

護
者
の
皆
さ
ん
も
、
子
ど
も
た
ち

の
学
習
へ
の
関
心
が
高
ま
っ
た
と

感
じ
て
お
り
、
先
生
ら
も
Ｉ
Ｃ
Ｔ

を
使
っ
た
授
業
は
効
果
的
だ
と
答

え
ま
し
た
。

　
Ｉ
Ｃ
Ｔ
導
入
前
の
標
準
学
力
テ

ス
ト
の
評
点
を
基
準
に
、
増
加
率

を
ポ
イ
ン
ト
に
換
算
し
た
結
果
、

導
入
後
の
２
年
間
で
平
均
５
・
34

ポ
イ
ン
ト
の
学
力
が
向
上
。
ま
た

校
務
支
援
シ
ス
テ
ム
の
導
入
に
よ

り
、
教
師
１
人
あ
た
り
年
間
で

96
・
２
時
間
も
の
校
務
に
か
か
る

時
間
の
短
縮
を
実
現
し
ま
し
た
。

全
て
の
小
・
中
学
校
に

電
子
黒
板
を
導
入

　
実
証
実
験
の
成
果
を
受
け
、
平

成
27
年
度
か
ら
は
こ
れ
ら
の
Ｉ
Ｃ

Ｔ
の
整
備
を
市
内
小
・
中
学
校
に

全
校
展
開
。
平
成
27
年
度
に
は
市

内
全
て
の
小
学
校
の
普
通
教
室
、

理
科
室
、
音
楽
室
、
特
別
支
援
教

室
に
電
子
黒
板
類
や
デ
ジ
タ
ル
教

科
書
類
を
整
備
す
る
と
と
も
に
、

全
て
の
小
・
中
学
校
へ
の
校
務
支

援
シ
ス
テ
ム
の
整
備
を
完
了
し
ま

し
た
。
Ｉ
Ｃ
Ｔ
機
器
が
導
入
さ
れ

た
小
学
校
か
ら
は
、
子
ど
も
た
ち

や
先
生
ら
の
驚
き
と
喜
び
の
声
が

続
々
と
聞
こ
え
て
き
て
い
ま
す
。

　
平
成
28
年
度
に
は
、
市
内
全
て

の
中
学
校
へ
の
電
子
黒
板
類
の
整

備
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

電子黒板があると「百聞は一見にしか
ず」というとおり、算数の授業で図形
を実際に回して確かめるときなど、と
てもわかりやすいです。

スクリーンを通して、徳田小学校のみ
んなと一緒にクイズをしたことが楽し
かったです。電子黒板は画面が大きく
て見やすく、わかりやすいです。

機器類の接続、電子
黒板などの操作説明
や、それらを使って効率的でわかりや
すい授業をするための工夫を紹介して
います。全国でも先進的な活動に取り
組んでいるのでやりがいを感じます。

徳田小学校ICT支援員

中渕奈央さん
田滝小学校５年

石倉幸梅さん
田滝小学校５年

黒光航太さん

田滝小学校６年

栗原広太郎さん

徳田小学校のみんなとは、前はいつも
は会えなかったけど、ICTの合同授業
で会える機会がたくさんになってうれ
しいです。

子どもは合同授業で
他校とのつながりが
できることを、一番喜んでいるようで
す。子どもたちの交流だけでなく、親
のPTA活動とかにも使えたら広がりも
できるのではと期待しています。

田滝小学校保護者

永井真弥さん

電子黒板を見せると
全員の目が向いて、
ぐっと集中するのでやりやすいです。
使わなかったら「何で使わないの」と
言われるほど、みんな電子黒板が好き。
校務支援システムは非常に便利です。

玉津小学校教諭

吉岡健二先生

合同授業は、他校の
子どもの意見を聞い
て、幅広い考え方を共有できるという
利点があります。自分と同じ考えを持
つ子がほかにもいるとわかることで、
子どもたちの自信にもつながります。

徳田小学校教諭

西森大輔先生

電子黒板の導入で、
子どもたちは自然と
授業に集中するようになり、先生の負
担が軽くなったと感じます。逆に、先
生の説明が簡単になってしまうという
側面もあるので、バランスが大切。

玉津小学校校長

佐々木直樹先生

合同授業では、多様
な意見を聞く力と、
自己表現力を身に付けることに重きを
置いています。教材によってふさわし
いものと、そうでないものがあるが、
道徳が向いているのではと考えます。

田滝小学校校長

越智建喜先生 皆さんの声を
　お聞きしました

用語解説

電子黒板
　パソコン上の文字・画像・動画な
どを大型のディスプレイに映し出し
画面を直接操作して文字や絵を書き
込んだり、拡大・縮小、保存などが
できる電子機器。

校務支援システム
　通知表や出欠席、保健管理など、
学校の先生らが作成するさまざまな
校務処理を電子化したもの。

タブレット
　板状・薄型のコンピュータのこと
で、画面上で指先や専用のペンを使
って操作することができるもの。

ICT支援員
　学校に導入したICT機器のスムー
ズな利活用をサポートするための支
援員。

Interview
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Ｉ
Ｃ
Ｔ
で
授
業
が
変
わ
る
！

―
こ
れ
ま
で
の
取
り
組
み
と
今
後
―

学校にICTがやってきた！特
集

Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
た

「
学
び
あ
い
学
習
」
を
推
進

　
市
教
育
委
員
会
で
は
、
子
ど
も

た
ち
の
学
び
の
質
を
高
め
、
確
か

な
学
力
の
定
着
を
図
る
た
め
「
西

条
市
学
力
向
上
推
進
計
画
」
を
策

定
し
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
た
「
学

び
あ
い
学
習
」
を
重
点
的
に
推
進

し
て
い
ま
す
。

　
子
ど
も
た
ち
が
主
体
的
に
学
習

す
る
こ
と
を
重
視
し
た
探
求
型
の

授
業
や
協
同
学
習
な
ど
「
ア
ク
テ

ィ
ブ
ラ
ー
ニ
ン
グ
」
の
手
法
を
取

り
入
れ
た
授
業
に
は
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の

活
用
が
効
果
的
で
あ
る
と
い
わ
れ

て
い
ま
す
。
学
校
教
育
に
お
け
る

Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
利
活
用
を
進
め
て
学
び

の
質
を
高
め
、
さ
ら
な
る
学
力
の

向
上
を
目
指
し
て
い
き
ま
す
。

よ
り
深
く
理
解
す
る
た
め
に

　
電
子
黒
板
、
書
画
カ
メ
ラ
、
デ

ジ
タ
ル
教
科
書
類
―
こ
れ
ら
の
Ｉ

Ｃ
Ｔ
機
器
を
全
て
の
普
通
教
室
な

ど
に
常
設
す
る
こ
と
で
、
い
つ
で

も
す
ぐ
に
Ｉ
Ｃ
Ｔ
機
器
が
使
え
、

授
業
の
さ
ま
ざ
ま
な
場
面
で
活
用

で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
こ
れ

ま
で
の
黒
板
と
チ
ョ
ー
ク
、
紙
の

教
科
書
や
ノ
ー
ト
を
利
用
し
た
学

習
ス
タ
イ
ル
に
加
え
て
、
電
子
黒

板
や
書
画
カ
メ
ラ
か
ら
タ
イ
ミ
ン

グ
よ
く
映
像
を
大
き
く
映
し
た

り
、
画
面
を
直
接
操
作
し
て
文
字

や
絵
を
書
き
込
ん
だ
り
す
る
こ
と

で
、
子
ど
も
た
ち
の
授
業
へ
の
興

味
・
関
心
・
意
欲
を
今
以
上
に
高

め
、
挙
手
や
発
言
を
増
や
し
、
授

業
の
理
解
を
よ
り
深
め
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

さ
ら
な
る
Ｉ
Ｃ
Ｔ

環
境
整
備
を
目
指
し
ま
す

　
モ
デ
ル
校
の
神
戸
小
学
校
で
は
、

40
台
の
タ
ブ
レ
ッ
ト
型
パ
ソ
コ
ン

を
設
置
し
て
い
ま
す
。
授
業
の
中

で
子
ど
も
た
ち
に
タ
ブ
レ
ッ
ト
を

配
布
し
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
に
記
入
し

た
こ
と
を
電
子
黒
板
上
に
表
示
す

る
こ
と
で
、
お
互
い
の
意
見
を
比

較
す
る
こ
と
が

容
易
に
な
り
ま

す
。
タ
ブ
レ
ッ

ト
は
グ
ル
ー
プ

学
習
や
、
１
人

１
台
で
使
用
す

る
な
ど
、
授
業
の
目
的
に
応
じ
て

使
い
分
け
て
い
き
ま
す
。
こ
れ
に

よ
っ
て
一
人
一
人
の
能
力
に
応
じ

た
学
び
を
効
果
的
に
行
え
る
ほ
か
、

先
生
と
子
ど
も
た
ち
が
相
互
に
情

報
伝
達
を
図
っ
た
り
、
子
ど
も
た

ち
同
士
が
教
え
、
学
び
合
う
協
同

学
習
が
で
き
た
り
と
、
さ
ま
ざ
ま

な
効
果
が
あ
が
っ
て
い
ま
す
。

　
今
後
は
、
こ
れ
ら
の
モ
デ
ル
校

の
成
果
を
し
っ
か
り
と
把
握
し
、

タ
ブ
レ
ッ
ト
に
つ
い
て
も
市
内
全

て
の
小
中
学
校
へ
の
導
入
を
目
指

し
て
い
き
ま
す
。

電子黒板があると「百聞は一見にしか
ず」というとおり、算数の授業で図形
を実際に回して確かめるときなど、と
てもわかりやすいです。

スクリーンを通して、徳田小学校のみ
んなと一緒にクイズをしたことが楽し
かったです。電子黒板は画面が大きく
て見やすく、わかりやすいです。

機器類の接続、電子
黒板などの操作説明
や、それらを使って効率的でわかりや
すい授業をするための工夫を紹介して
います。全国でも先進的な活動に取り
組んでいるのでやりがいを感じます。

徳田小学校ICT支援員

中渕奈央さん
田滝小学校５年

石倉幸梅さん
田滝小学校５年

黒光航太さん

田滝小学校６年

栗原広太郎さん

徳田小学校のみんなとは、前はいつも
は会えなかったけど、ICTの合同授業
で会える機会がたくさんになってうれ
しいです。

子どもは合同授業で
他校とのつながりが
できることを、一番喜んでいるようで
す。子どもたちの交流だけでなく、親
のPTA活動とかにも使えたら広がりも
できるのではと期待しています。

田滝小学校保護者

永井真弥さん

電子黒板を見せると
全員の目が向いて、
ぐっと集中するのでやりやすいです。
使わなかったら「何で使わないの」と
言われるほど、みんな電子黒板が好き。
校務支援システムは非常に便利です。

玉津小学校教諭

吉岡健二先生

合同授業は、他校の
子どもの意見を聞い
て、幅広い考え方を共有できるという
利点があります。自分と同じ考えを持
つ子がほかにもいるとわかることで、
子どもたちの自信にもつながります。

徳田小学校教諭

西森大輔先生

電子黒板の導入で、
子どもたちは自然と
授業に集中するようになり、先生の負
担が軽くなったと感じます。逆に、先
生の説明が簡単になってしまうという
側面もあるので、バランスが大切。

玉津小学校校長

佐々木直樹先生

合同授業では、多様
な意見を聞く力と、
自己表現力を身に付けることに重きを
置いています。教材によってふさわし
いものと、そうでないものがあるが、
道徳が向いているのではと考えます。

田滝小学校校長

越智建喜先生 皆さんの声を
　お聞きしました

用語解説

電子黒板
　パソコン上の文字・画像・動画な
どを大型のディスプレイに映し出し
画面を直接操作して文字や絵を書き
込んだり、拡大・縮小、保存などが
できる電子機器。

校務支援システム
　通知表や出欠席、保健管理など、
学校の先生らが作成するさまざまな
校務処理を電子化したもの。

タブレット
　板状・薄型のコンピュータのこと
で、画面上で指先や専用のペンを使
って操作することができるもの。

ICT支援員
　学校に導入したICT機器のスムー
ズな利活用をサポートするための支
援員。

Interview
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現
在
使
用
し
て
い
る
被
保
険
者
証
（
保
険

証
）
の
有
効
期
限
は
、
７
月
31
日
㈰
で
す
。

８
月
か
ら
使
用
す
る
新
し
い
保
険
証
を
７
月

末
ま
で
に
簡
易
書
留
で
郵
送
し
ま
す
。

留
守
な
ど
で
受
け
取
れ
な
か
っ
た
場
合

　

保
険
証
送
付
の
担
当
課
へ
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。
窓
口
で
、
運
転
免
許
証
な
ど
身

分
を
明
ら
か
に
す
る
も
の
を
提
示
し
、
受
け

取
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
そ
の
際
、印
鑑（
ス

タ
ン
プ
印
不
可
）
も
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

左
表
の
方
は
新
し
い
保
険
証
の
有
効
期
限
が

異
な
り
ま
す

　

国
民
健
康
保
険
ま
た
は
後
期
高
齢
者
医
療

制
度
の
被
保
険
者
に
対
し
て
、
次
の
認
定
証

を
交
付
し
て
い
ま
す
。

○
限
度
額
適
用
認
定
証

　

窓
口
の
支
払
い
を
自
己
負
担
限
度
額
ま
で

と
す
る
も
の
で
す
。

○
標
準
負
担
額
減
額
認
定
証

　

入
院
時
の
食
事
代
を
減
額
す
る
も
の
で
す
。

（
住
民
税
が
非
課
税
の
世
帯
や
一
定
の
条
件

に
該
当
す
る
方
が
対
象
）

　

こ
れ
ら
の
交
付
を
受
け
る
に
は
申
請
が
必

要
で
す
。
各
認
定
証
は
、
申
請
し
た
月
の
初

日
か
ら
有
効
と
な
り
ま
す
。
申
請
月
前
の
食

事
代
や
自
己
負
担
額
は
対
象
と
な
り
ま
せ
ん

の
で
、
必
要
な
方
は
早
め
に
申
請
し
て
く
だ

さ
い
。

す
で
に
認
定
証
を
お
持
ち
の
方

　

７
月
31
日
㈰
が
有
効
期
限
で
す
。
７
月
19

日
㈫
以
降
、
早
め
に
更
新
の
申
請
（
※
）
を

し
て
く
だ
さ
い
。

※�

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
被
保
険
者
で
交

付
申
請
を
し
た
時
と
条
件
が
変
わ
っ
て
い

な
い
方
に
は
、
保
険
証
の
送
付
の
際
に
認

定
証
も
同
封
し
ま
す
の
で
、
更
新
の
手
続

き
は
不
要
で
す
。
た
だ
し
、
直
近
１
年
間

の
入
院
日
数
が
91
日
以
上
で
、
適
用
区
分

欄
が
「
区
分
Ⅱ
」、
か
つ
長
期
入
院
該
当

年
月
日
に
日
付
の
な
い
方
は
、
長
期
入
院

該
当
申
請
が
必
要
で
す
。

申
請
に
必
要
な
も
の

○�

印
鑑
、
加
入
し
て
い
る
保
険
証

○�

す
で
に
交
付
を
受
け
て
い
る
方
は
、
現
在

使
用
し
て
い
る
認
定
証

○�

現
在
、
区
分
オ
（
70
歳
未
満
）・
区
分

Ⅱ
（
70
歳
以
上
）
の
認
定
証
を
お
持
ち
で
、

申
請
月
か
ら
直
近
１
年
間
の
入
院
日
数
が

91
日
以
上
の
方
は
、
入
院
日
数
を
確
認
で

き
る
領
収
書
ま
た
は
請
求
書

○�

国
民
健
康
保
険
の
被
保
険
者
で
、
平
成
28

年
１
月
２
日
以
降
に
転
入
し
た
方
は
、
前

住
所
地
で
発
行
さ
れ
た
住
民
税
非
課
税
証

明
書
ま
た
は
住
民
税
課
税
証
明
書

○�

窓
口
に
来
ら
れ
る
方
の
身
分
証
明
証

○�

世
帯
主
と
対
象
者
の
「
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
」

が
確
認
で
き
る
も
の

新しい保険証の色

国民健康保険（国保）

桃（もも）色

後期高齢者医療制度

青（あお）色

有効期限が
異なる理由

新しい保険証
の有効期限

有効期限後
の保険証

65歳に到達した月の
翌月から一般被保険
者となるため

誕生月の月末ま
で（１日生まれ
の方は誕生日の
前日まで）

一般被保険者となった後
に使用する保険証は、有
効期限となっている月の
月末までに郵送予定

70歳に到達した月の
翌月から所得に応じ
て医療費の負担割合
が変わるため

誕生月の月末ま
で（１日生まれ
の方は誕生日の
前日まで）

70歳となった後に使用す
る保険証は、有効期限と
なっている月の月末まで
に郵送予定

75歳の誕生日から後
期高齢者医療制度の
被保険者となるため

誕生日の前日ま
で

後期高齢者医療制度の保
険証は、誕生月の前月中
に郵送予定

64歳の
国保退職被保
険者

69歳の
国保被保険者

74歳の
国保被保険者

区分
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6広報さいじょう　2016　 ７月号

国
民
健
康
保
険
・
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の

被
保
険
者
の
皆
さ
ん
へ

限
度
額
適
用
認
定
証
・

標
準
負
担
額
減
額
認
定
証
が

必
要
な
方
は
申
請
を
！

８
月
か
ら
の

新
し
い
保
険
証
を

郵
送
し
ま
す



　

国
民
健
康
保
険
の
被
保
険
者
で
70
歳
以
上

75
歳
未
満
の
方
と
、
後
期
高
齢
者
医
療
制
度

の
被
保
険
者
は
、
医
療
機
関
で
診
療
を
受
け

た
と
き
の
自
己
負
担
割
合
が
、
前
年
の
所
得

に
応
じ
て
変
わ
り
ま
す
。
自
己
負
担
割
合
は

「
１
割
（
誕
生
日
が
昭
和
19
年
４
月
１
日
以

前
の
方
）」、「
２
割
（
誕
生
日
が
昭
和
19
年

４
月
２
日
以
降
で
75
歳
未
満
の
方
）」
ま
た

は
「
３
割
（
現
役
並
み
所
得
者
）」
の
い
ず

れ
か
に
な
り
ま
す
。

　

自
己
負
担
割
合
が
「
３
割
」
に
な
る
方
は

左
表
の
と
お
り
で
す
。
た
だ
し
、
収
入
額
の

合
計
が
一
定
額
未
満
の
方
は
、
申
請
に
よ
っ

て
自
己
負
担
割
合
を
「
１
割
」
ま
た
は
「
２

割
」
に
変
更
で
き
ま
す
。

　

申
請
が
必
要
な
方
に
は
事
前
に
通
知
を
し

て
い
ま
す
。
未
申
請
の
方
、
申
請
が
必
要
と

思
わ
れ
る
方
は
、
７
月
29
日
㈮
ま
で
に
担
当

課
で
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

　

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
被
保
険
者
の
皆

さ
ん
に
は
、
平
成
27
年
中
の
所
得
に
基
づ
い

て
算
定
し
た
平
成
28
年
度
の
保
険
料
額
を
、

７
月
中
旬
に
郵
送
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

保
険
料
は
、
個
々
の
条
件
に
よ
っ
て
次
の

方
法
で
納
め
て
い
た
だ
き
ま
す
。

特
別
徴
収
（
年
金
か
ら
の
天
引
き
）

　

年
額
18
万
円
以
上
の
年
金
を
受
給
し
、
後

期
高
齢
者
医
療
保
険
料
と
介
護
保
険
料
を
合

算
し
た
額
が
年
金
額
の
２
分
の
１
以
下
の
方

は
、
原
則
と
し
て
年
金
か
ら
保
険
料
を
天
引

き
す
る
「
特
別
徴
収
」
と
な
り
ま
す
。

　

一
定
の
条
件
に
該
当
す
る
方
は
、
口
座
振

替
に
よ
る
納
付
を
選
択
で
き
ま
す
。
７
月
29

日
㈮
ま
で
に
手
続
き
す
る
と
、
10
月
か
ら
の

年
金
天
引
き
を
中
止
で
き
ま
す
。
詳
し
く
は

担
当
課
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

普
通
徴
収
（
納
付
書
・
口
座
振
替
で
の
納
付
）

　

特
別
徴
収
に
該
当
し
な
い
方
は
、
納
付
書

ま
た
は
口
座
振
替
で
納
付
す
る
「
普
通
徴

収
」
と
な
り
ま
す
。
納
付
書
が
届
い
た
方
は
、

金
融
機
関
な
ど
の
窓
口
で
保
険
料
を
納
付
し

て
く
だ
さ
い
。

保
険
料
額
を
お
知
ら
せ
す
る
封
筒
の
色

○�

特
別
徴
収
の
方
、
口
座
振
替
の
手
続
き
を

済
ま
さ
れ
て
い
る
方
…
「
黄
色
」

○�

金
融
機
関
な
ど
の
窓
口
で
納
付
い
た
だ
く

方
…
「
ピ
ン
ク
色
」

【国民健康保険】
　○市庁舎新館１階　国保医療課　国保係　TEL0897－52－1447 … 国保の制度・給付などについて

　　市庁舎新館１階　市民生活課　市民係　TEL0897－52－1211 … 国保の保険証送付について

　○各総合支所　市民福祉課　市民保険係（東予）、市民福祉係（丹原・小松）

【後期高齢者医療制度】
　○市庁舎新館１階　国保医療課　医療係　TEL0897－52－1212

　○各総合支所　市民福祉課　市民保険係（東予）、市民福祉係（丹原・小松）

※各総合支所の代表電話番号

　　東予… TEL0898－64－2700、丹原… TEL0898－68－7300、小松… TEL0898－72－2111

問合せ先

自己負担割合

「３割」の基準

「３割」を「１割」

または「２割」に

変更できる方

同一世帯の70歳以

上の国保被保険者

のうち、１人でも

住民税課税所得額

が145万円以上の

方がいる世帯の方

住民税課税所得額

が145万円以上の

方と、その方と同

一世帯に属する後

期高齢者医療制度

の被保険者

収入額の合計が次に該当

する方

○70歳以上75歳未満の国

　保被保険者が、

・１人の世帯：383万円

　未満

・２人以上の世帯：520

　万円未満

収入額の合計が次に該当

する方

○後期高齢者医療制度の

　被保険者が、

・１人の世帯：383万円

　未満

・２人以上の世帯：520

　万円未満

・１人の世帯で、同一世

　帯に70歳～74歳の方が

　いる世帯：383万円以

　上520万円未満

70歳以上

75歳未満の

国保被保険者

後期高齢者

医療制度の

被保険者

診療時の自己負担割合が３割になる方

区分

7 広報さいじょう　2016　 ７月号

―
70
歳
以
上
の
方
へ―

診
療
時
の
自
己
負
担
割
合
を

決
定
し
ま
す

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の

平
成
28
年
度「
保
険
料
額
」を

お
知
ら
せ
し
ま
す



　

い
き
い
き
バ
ス
制
度
は
高
齢
者
の
皆
さ

ん
の
外
出
を
支
援
す
る
た
め
、
市
内
で
の

路
線
バ
ス
の
利
用
運
賃
を
市
が
助
成
す
る

も
の
で
す
。
７
月
１
日
㈮
か
ら
の
新
制
度

ス
タ
ー
ト
に
伴
い
、
制
度
の
対
象
と
な
る

満
75
歳
以
上
の
西
条
市
民
に
は
、
順
次

「
利
用
者
証
」
を
お
届
け
し
て
い
ま
す
。

　

今
月
号
で
は
、
新
制
度
の
利
用
に
あ
た

っ
て
、
特
に
ご
注
意
い
た
だ
き
た
い
点
を

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

旧
制
度
利
用
者
の
皆
さ
ま
へ

○
１
乗
車
１
０
０
円
で
の
利
用
は
、
平
成

28
年
６
月
30
日
で
終
了
し
ま
す
。

○
平
成
28
年
７
月
１
日
以
降
は
、
事
前
購

入
し
た
「
乗
車
券
」
で
規
定
の
運
賃
を

お
支
払
い
い
た
だ
き
ま
す
。

○
制
度
対
象
の
バ
ス
に
は
、
黄
色
の
ス
テ

ッ
カ
ー
で
「
い
き
い
き
バ
ス
」
の
表
示

を
し
て
い
ま
し
た
が
、
新
制
度
か
ら
は

市
内
を
走
行
す
る
全
て
の
路
線
バ
ス
が

対
象
に
な
る
た
め
、
黄
色
の
ス
テ
ッ
カ

ー
表
示
が
な
く
な
り
ま
す
。

乗
車
券
の
注
意
点

○
乗
車
券
の
販
売
窓
口
・
金
額
は
、
次
の

と
お
り
で
す
。

　

窓
口　

市
役
所
、
各
総
合
支
所
、
出
張

所
、公
民
館
（
中
央
公
民
館
は
除
く
）

　

販
売
額　

１
冊
・
額
面
３
千
円
分
の
乗

車
券
を
１
千
円
で
販
売

○
乗
車
券
の
購
入
に
は
「
利
用
者
証
」
の

提
示
が
必
要
で
す
。
代
理
の
方
で
も
購

入
可
能
で
す
が
、
利
用
者
証
が
な
い
場

合
は
販
売
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
忘
れ
ず

利
用
者
証
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

○
乗
車
券
の
購
入
冊
数
に
制
限
は
あ
り
ま

せ
ん
が
、
１
回
の
申
請
で
購
入
で
き
る

冊
数
は
３
冊
ま
で
と
し
ま
す
。

○
乗
車
券
の
再
発
行
・
払
い
戻
し
は
で
き

ま
せ
ん
。
ご
了
承
の
上
、
購
入
し
て
く

だ
さ
い
。

○
他
人
へ
の
権
利
譲
渡
、
転
売
な
ど
、
乗

車
券
の
不
正
な
利
用
を
し
た
場
合
は
、

助
成
額
の
返
還
や
利
用
停
止
な
ど
の
処

分
対
象
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

バ
ス
利
用
時
の
注
意
点

○
新
し
い
制
度
の
対
象
路
線
は
、
市
内
を

運
行
す
る
全
て
の
路
線
バ
ス
（
高
速
バ

ス
除
く
）
で
す
。
た
だ
し
、
制
度
が
利

用
で
き
る
範
囲
は
、
市
内
で
乗
車
し
て

か
ら
市
内
で
降
り
る
場
合
に
限
り
ま
す
。

○
制
度
を
ご
利
用
の
際
は
必
ず
「
利
用
者

証
」
と
「
乗
車
券
」
の
両
方
を
お
持
ち

く
だ
さ
い
。
片
方
し
か
な
い
場
合
は
、

制
度
を
利
用
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
規
定

の
運
賃
を
現
金
で
お
支
払
い
い
た
だ
く

こ
と
に
な
り
ま
す
。

制
度
の
お
問
い
合
わ
せ
先

○
市
庁
舎
本
館
１
階　

高
齢
介
護
課

　

長
寿
・
い
き
が
い
対
策
係

　

℡
０
８
９
７

－

５
２

－

１
２
９
２

○
各
総
合
支
所　

市
民
福
祉
課

　

福
祉
係
（
東
予
）

　

市
民
福
祉
係
（
丹
原
・
小
松
）

※
代
表
電
話
番
号
は
13
ペ
ー
ジ
記
載
。

　

市
内
を
運
行
す
る
路
線
バ
ス
の
一
部
区
間
に
は
、
バ
ス

停
以
外
の
安
全
な
場
所
で
乗
り
降
り
が
で
き
る
「
フ
リ
ー

乗
降
区
間
」
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
区
間
は
主
に
山
間
部
の

路
線
に
あ
り
、
次
の
方
法
で
バ
ス
の
乗
降
が
で
き
ま
す
。

乗
車
時　

道
路
左
側
の
安
全
な
場
所
で
、
乗
務
員
に
手
を

上
げ
て
合
図
し
て
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。
安
全
の
確
保

で
き
る
場
所
に
バ
ス
が
停
車
し
、
乗
車
で
き
ま
す
。

降
車
時　

事
前
に
乗
務
員
へ
降
り
る
場
所
を
お
知
ら
せ
く

だ
さ
い
。
安
全
の
確
保
で
き
る
場
所
に
バ
ス
が
停
車
し
、

降
車
で
き
ま
す
。

※
交
通
の
支
障
に
な
る
場
所
で
は
、
停
車
位
置
を
多
少
変

更
さ
せ
て
い
た
だ
く
場
合
が
あ
り
ま
す
。

運
　
賃　

フ
リ
ー
乗
降
で
の
運
賃
は
、
乗
降
す
る
区
間
の

外
側
の
最
も
近
い
停
留
所
間
の
運
賃
で
計
算
し
ま
す
。
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市内を運行する全ての路線バスが、新制度の対象になります。ただし、

西条市以外のバス停で乗降する場合は、制度がご利用できません。

伊予鉄バス伊予鉄バスせとうちバスせとうちバス せとうち周桑バスせとうち周桑バス

せとうち周桑バス

TEL0898－72－5639

せとうちバス

TEL0898－72－2211

保井野線
上町入口 ⇔ 保井野集会所

湯谷口線
小松総合支所前 ⇔ オアシス

加茂線
船形橋 ⇔ 川来須

西之川線
船形橋 ⇔ 西之川

壬生川線
丹原上町 ⇔ 湯谷口

関屋線
上町入口 ⇔ 湯谷口

三芳線
上町入口 ⇔ 本谷温泉

路線名
フリー乗降区間のバス停名

バス会社名
お問い合わせ先

い
き
い
き
バ
ス

い
よ
い
よ
新
制
度
ス
タ
ー
ト

７月から

手
を
上
げ
た
ら
バ
ス
に
乗
れ
る

便
利
な
フ
リ
ー
乗
降
区
間
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　「いきいきバス」をご利用いただいておりま

すでしょうか。

　私が市長に就任した翌年に、高齢者の皆さん

の外出を支援し、生き生きと暮らしていただき

たいとの思いでスタートしたこの制度も、今年

の６月で３年が経ちました。75歳以上の方がバスを利用する際に、

市内を走る黄色いステッカーを貼ったバスに乗車される場合、利用

者証を見せれば運賃が100円になるという制度です。

　利用者の皆さんからは、「買い物や通院によく利用しています」という評価の一方で、「ステッ

カー付きバスは見かけるが、自分の住む地域には走っていない」「市役所で利用者証をもらう手続き

が面倒だ」といった厳しい声もありました。多くの方にご利用いただくことが一番大切なこの制度。

少しでも多くの皆様に活用していただけるよう、制度の改善に向けてバス会社などと協議を続けてき

たところ、７月から新たな取り組みを始めることになりました。

　変更の１点目は、利用できる路線が拡大したことです。市内のバス停で乗り降りする場合、全ての

バス路線での利用が可能となりました。

　２点目は、申請しなくても満75歳以上の方全員に利用者証を交付することになった点です。今回、

老人クラブの方々にご協力いただき、各戸を訪問し配布していただきました。

　そして、３点目。利用料金および支払方法の変更です。乗車距離によっては支払額が増える場合も

ありますが、事前に額面3,000円分の乗車券（金券チケット制）を1,000円で購入していただき、規定

の運賃をお支払いいただくように変わりました。また、４月20日からは一部の路線におきまして、病

院やスーパーなどの利用に便利なルートへの変更がなされています。こうした取り組みが、少しでも

高齢者の方の外出支援につながればと願うところです。

　今後もバス路線の拡大や、乗り降りしやすいノンステップバスの導入などを目標としていますが、

ぜひとも市民の皆さんにも、通勤、通学、お出かけなどバス利用による運営面での後押しをお願いい

たします。利便性の向上と利用率の向上は車の両輪です。二つそろって初めて前に進むことができま

す。皆さんが生き生きと暮らすことができ、「住んでよかった」「住み続けたい」まちを目指し、市

民一丸で進んでいきましょう。

新しい「いきいきバス」

ようこそ市長室・移動市長室へ
　市長が、市民の皆さんの声を直接お聞きします。皆さんのご参加をお待ちしています。

■対象　市内各地域で活動する自治会などのグループや団体

　　　　（１グループ当たり30分から１時間程度）

■日時・場所

　○７月19日㈫　９時～　　　本庁
　○７月19日㈫　13時30分～　小松総合支所
　○７月20日㈬　９時～　　　丹原総合支所
　○７月20日㈬　13時30分～　東予総合支所
■参加方法　各開催日の１週間前までに、本庁広報広聴課、または参加

　　　　　　を希望される各総合支所総務課へ申し込みが必要です。各

　　　　　　場所３団体程度を予定。申し込み多数の場合は先着順。

■問合せ

○市庁舎新館１階

　広報広聴課　広聴係

　TEL0897－52－1243

○各総合支所

　総務課　総務調整係

※電話番号は13ページ上段
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※７月からは黄色のステッカーの表示が
　なくなります。ご注意ください。
※７月からは黄色のステッカーの表示が
　なくなります。ご注意ください。



　

５
月
30
日
、
有
限
会
社
濱
名
自

販
（
丹
原
町
久
妙
寺
）
と
「
災
害

時
等
に
お
け
る
業
務
協
力
に
関
す

る
協
定
」
を
締
結
し
ま
し
た
。

　

市
の
防
災
訓
練
へ
の
協
力
の
ほ

か
、
災
害
時
に
は
市
か
ら
の
要
請

に
応
じ
て
、
応
急
対
策
業
務
の
支

障
と
な
る
車
両
の
除
去
な
ど
に
ご

協
力
い
た
だ
く
予
定
で
す
。

　

こ
の
た
び
の
協
定
は
、
濱
名
孝

敏
代
表
取
締
役
の
「
住
民
の
皆
さ

ん
か
ら
頼
ら
れ
、
地
域
に
貢
献
で

き
る
地
元
企
業
で
あ
り
た
い
」
と

の
思
い
が
き
っ
か
け
と
な
り
、
締

結
に
至
り
ま
し
た
。

　

今
後
も
市
で
は
、
災
害
へ
の
備

え
を
強
化
す
る
た
め
、
民
間
事
業

者
な
ど
と
の
協
定
締
結
を
進
め
て

い
き
ま
す
。

問
合
せ　

市
庁
舎
新
館
５
階

　

危
機
管
理
課　

く
ら
し
安
全
係

℡
０
８
９
７

－

５
２

－

１
２
８
３

　

今
夏
の
参
議
院
議
員
通
常
選
挙

か
ら
、
下
表
の
投
票
所
が
変
わ
り

ま
す
。
投
票
所
は
、
投
票
所
入
場

券
に
記
載
し
て
い
ま
す
の
で
、
ご

確
認
く
だ
さ
い
。

　

投
票
所
が
変
更
と
な
る
地
域
の

皆
さ
ん
に
は
ご
不
便
を
お
か
け
し

ま
す
が
、
ご
理
解
を
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

問
合
せ　

市
庁
舎
新
館
４
階

　

選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局

℡
０
８
９
７

－

５
２

－

１
２
６
３

防
災
力
の
強
化
に
向
け
て

濱
名
自
販
と
災
害
時
応
援
協
定
を
締
結

投
票
所
が

変
わ
り
ま
す

　

開
催
ま
で
５
０
０
日
を
き
っ
た

「
愛え

顔が
お

つ
な
ぐ
え
ひ
め
国
体
・
え
ひ

め
大
会
」
の
成
功
に
向
け
て
、
５
月

23
日
に
総
合
体
育
館
で
「
西
条
市
実

行
委
員
会
」
の
第
４
回
総
会
を
開
催

し
ま
し
た
。
総
会
に
は
約
１
０
０
人

が
出
席
し
、
競
技
別
リ
ハ
ー
サ
ル
大

会
の
会
期
な
ど
が
報
告
さ
れ
た
ほ
か
、

今
年
度
の
事
業
計
画
案
な
ど
が
審
議

さ
れ
、
い
ず
れ
も
原
案
ど
お
り
可
決

さ
れ
ま
し
た
。

　

本
市
で
は
、
今
年
度
４
競
技
、
来

年
度
２
競
技
の
リ
ハ
ー
サ
ル
大
会
を

開
催
し
ま
す
。
こ
の
大
会
を
通
じ
て

運
営
能
力
の
向
上
と
国
体
開
催
の
機

運
醸
成
を
図
り
、
当
市
の
魅
力
が
あ

ふ
れ
る
大
会
を
目
指
し
ま
す
。

　

皆
さ
ん
も
ぜ
ひ
会
場
で
選
手
た
ち

に
熱
い
声
援
を
送
っ
て
い
た
だ
き
、

一
緒
に
「
え
ひ
め
国
体
・
え
ひ
め
大

会
」
を
盛
り
上
げ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

問
合
せ　

市
庁
舎
新
館
国
体
推
進
課

　

℡
０
８
９
７

－

５
２

－

１
６
６
０

　

市
で
は
平
成
17
年
度
か
ら
、
愛
媛

県
市
町
総
合
事
務
組
合
の
「
交
通
災

害
共
済
」
を
取
り
扱
っ
て
き
ま
し
た
。

し
か
し
、
加
入
者
数
の
減
少
や
、
民

間
損
害
保
険
の
普
及
な
ど
か
ら
、
平

成
29
年
３
月
末
を
も
っ
て
加
入
申
し

込
み
の
受
付
を
停
止
し
、
本
市
で
の

取
り
扱
い
を
終
了
す
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。

　

取
り
扱
い
終
了
後
も
、
一
定
期
間

内
は
見
舞
金
を
請
求
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

　

長
い
間
の
ご
利
用
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。
ご
理
解
く
だ
さ
い
ま

す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

問
合
せ

○
市
庁
舎
新
館
５
階

　

危
機
管
理
課　

く
ら
し
安
全
係

℡
０
８
９
７

－

５
２

－

１
２
８
３

○
各
総
合
支
所

　

総
務
課　

総
務
調
整
係

（
電
話
番
号
は
13
ペ
ー
ジ
上
段
）

平
成
29
年
３
月
末
で
「
交
通
災
害
共
済
」
の

取
り
扱
い
を
終
了
し
ま
す

え
ひ
め
国
体
・
え
ひ
め
大
会

市
実
行
委
第
４
回
総
会▲総会に約100人が出席

■投票所変更箇所

氷見公民館 →

→

→多賀小学校

氷見小学校
（氷見乙1143-２）

多賀幼稚園
（北条1504）

22

37

投票所（変更前）投票区
投票所（変更後）
および所在地

愛媛県選挙管理委員会
キャラクター・アッピー

「交通災害共済」取り扱い終了についてのＱ＆Ａ

　　加入申し込みができるのはいつまで？

　　平成29年３月末までは申し込むことができます。共

　済期間は、掛金を納めた日の翌日から平成29年３月31

　日までの間です。

　　見舞金はいつまで請求できる？

　　共済期間中に交通事故にあった場合、事故にあった

　日の翌日から２年以内（最長で平成31年３月31日まで）

　は見舞金を請求できます。請求できるかどうかわから

　ないときは、窓口へお問い合わせください。

　　代わりに利用できる共済や損害保険は？

　　最近は民間の保険会社などが、交通事故に備えた傷

　害共済や、個人賠償責任補償も付いた損害保険などを

　取り扱っています。詳しくは、お近くの保険会社代理

　店などにお問い合わせください。

Ｑ

Ａ

Ｑ

Ａ

Ｑ

Ａ
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●30日㈯の催し
　・浴衣祭り：浴衣・甚平でお越しの先着300人にふるさと
　　　　　　　祭りのバザー共通券を進呈。
　・そうめん流し
　・うなぎのつかみどり（小学生以下対象、１回200円）
　　※雨天時は31日㈰15時～ときわ公園で開催。
　・のど自慢大会：19時30分～21時
　　市内在住なら個人でもグループでも参加可。自慢の歌声
　　を披露しませんか？　※先着20組、出場順は抽選で決定。
　　申込期限：７月11日㈪　申込先：周桑商工会小松支所
　・チャリティ納涼茶会（雨天決行）
　　場所：高井呉服店内　お茶席券：300円（前売券）
　　前売券販売場所：高井呉服店、松柏会（山本）
　　※お茶菓子は数量限定。なるべく前売券をご購入ください。
　ほかにも、パノラミックフライトや各種バザーなど開催！

通行止め時間　18時～22時

31日通行止め31日通行止め

30
日
・
31
日
通
行
止
め

30
日
・
31
日
通
行
止
め

サ イ ズ：カラープリント四つ切ワイド

　　　　　（254×366㎜）　※組写真不可

応募方法：作品の裏面に住所・氏名・連絡先を記入し

　　　　　応募先へ提出。

応 募 先：〒799－1352

　　　　　三津屋東１－５　㈱森川内

　　　　　西条市おかげん祭市民花火大会実行委員会

おかげん祭市民花火大会写真コンテスト

応募期限：８月19日㈮（必着）
賞　　等：優秀作品５点を選び、賞品を進呈。

注意事項：○応募作品は返却しません。

　　　　　○受賞作品はポスターなどに使用する場合

　　　　　　あり。応募作品は１人１点。

問 合 せ：西条市おかげん祭市民花火大会実行委員会

　　　　　TEL0898－65－5847

題　　材：祭りをアピールするもの

サ イ ズ：カラー四つ切以上

　　　　　※組写真不可

応募期限：８月31日㈬（必着）
賞　　等：入選作品に副賞あり。

応 募 先：周桑商工会小松支所

※詳細はホームページをご覧ください。

　http://www.shusou.or.jp/

ふるさと祭り写真コンテスト開催！

７月30日㈯・31日㈰ 18時30分～21時30分
小松町中町・駅前通り　※両日とも雨天中止
問合せ　周桑商工会小松支所　℡0898－72－2119

小松町ふるさと祭り
　　　つなごう　ふるさと　小松の“わ”

●31日㈰の催し
　・保育所園児踊り、法螺貝、毛槍、大名行列、篤山連、
　　小松音頭踊り、ダンス「小松囃子 KOMATSU-BAYASHI」
　・宝投げ（21時開始予定）
　・コカ・コーラ製品無料試飲（19時30分～20時30分）
■七夕飾り・ビアガーデン・かき氷など、２日間とも開催！

ほ ら

７月20日㈬ 壬生川駅正面線（旭新開）
問合せ　西条市おかげん祭市民花火大会実行委員会
　　　　℡0898－65－5847

　復活10周年を記念して、新しい花火のほか、特別参加として近
隣のよさこい連（３団体）が18時30分から踊りを披露します。
　花火の打ち上げは20時から約8,000発を予定（雨天順延）。
※当日は混雑が予想されます。車でのお越しは極力避けてください。

西条市おかげん祭市民花火大会
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〒799-1394　周布349番地1　TEL0898ー64ー2700　℻0898ー65ー4363東予総合支所

〒799-1198　小松町新屋敷甲496番地　TEL0898ー72ー2111　℻0898ー72ー4048小松総合支所

〒791-0592　丹原町池田1733番地1　TEL0898ー68ー7300　℻0898ー68ー4769丹原総合支所

支所だより 各総合支所管内での身近な出来事や話題などを紹介します

　２月23日、今治互助センター㈱と「津波避難ビルと

しての使用に関する協定」を締結しました。この協定

により、津波の際、平安祭典西条西セレモニー会館に

市民が一時的に避難できる

ようになりました。建物は

新川と国道196号が交差す

る付近に位置し、ＪＲ壬生

川駅から車で５分の場所に

あります。

　津波から身を守るため、

地震による強い揺れや弱く

てもゆっくりとした揺れを感じたときや、揺れがなく

ても防災行政無線やテレビ・ラジオで津波警報などを

見聞きしたときは、自ら進んで津波想定エリア外へ避

難してください。万が一、逃げ遅れたり、遠くまで避

難できない場合は、津波避難ビル（３階以上の階）に

避難し、津波警報などが解除されるまで必ず避難を続

けてください。津波避難ビルは津波からの緊急的・一

時的な避難場所のため、食糧などの備蓄はありませ

ん。津波警戒情報などが解除されたら、速やかに自

宅または避難所に移動してください。

　災害は、日ごろからの備えが重要です。ハザードマ

ップなどを用いて、避難場所・避難経路や緊急連絡先

を確認しましょう。詳しくは市ホームページに掲載し

ていますので、ご覧ください。

　愛媛県中央部に位置し、幹川流路延長36キロメート

ル、流域面積445平方キロメートルの一級河川・重信

川の源流点が丹原にあるのをご存じですか。

　西条市・今治市・東温市の接するところに高縄半島

を覆う山塊の最高峰「東三

方ヶ森」（標高1,233メー

トル）があります。そこか

ら東北東約500メートル、

標高1,000メートルの丹原

町田滝の山中に源流点があ

り、「重信川の自然をはぐ

くむ会」と行政などの関係者により、オブジェと案内

板が設置されています。

　丹原にはほかにも石鎚山系の西端の堂ヶ森（標高

1,689メートルで石鎚国定公園内にあり、なだらかな

スロープを覆う一面の熊笹や、厳しい自然が作った白

骨林など大自然の景観が人気）、三ヶ森（標高1,378

メートル、石鎚山がきれいに見えることで有名。東は

笹ヶ峰や瓶ヶ森から西は石墨山まで石鎚山系が一望で

きる）など、登山者に人気

の山があります。

　山の情報などは、赤滝登

行会代表の十亀隆良さん

（TEL090－7142－0017）に

お問い合わせください。

重信川の源流が丹原に？
　　　　　　～県都を潤す水の源～

平安祭典西条西セレモニー会館を
　　　　　　　津波避難ビルに指定

　「子どものころは、近所の川で魚を捕まえたり、田

んぼのわらぐろ（稲わらを乾燥貯蔵のために積み上げ

たもの）に上って遊んだのが懐かしい」そう話してく

れたのは、北川地区環境保全会の戸田博明会長（68

歳）です。

　農村環境の保全管理に取

り組む同会では、今年度事

業の１つとして、愛護班の

協力でアユの放流とひまわ

りの種まきを行うことにし

ました。

　４月30日、地域に農業用

水として利用されている川、通称「天神さん」には、

親子連れなど40人が集まりました。近くに湧く泉を源

流に持つ天神さんの澄んだ水面に、用意した体長10セ

ンチほどの稚アユ1,500匹を、子どもたちが次々に放

流。アユが群れを成して泳ぐ姿に「昔はこの川にもア

ユがおったなんて信じられん」など、驚きの声が聞か

れました。その後は、近くの休耕田でひまわりの種ま

き。２カ月ほどで子どもの背丈くらいになるそうで、

７月には育ったひまわりを迷路状に刈り、子どもた

ちの遊び場にする予定です。

　近頃わらぐろは見かけなくなりましたが、こうした

活動を通じて子どもたちが自然に親しみ、農業を身近

に感じ、将来、地域の農地を受け継ぎ守ってもらいた

い。活動にはそうした思いがこめられています。

未来への種まき

▲アユの放流

▲堂ヶ森の風景▲源流点の目印

▲指定された建物の外観
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市政懇談会 ～市長とキャッチボール～ 各公民館で開催

■内容　市政報告、意見交換

　　　　（フリートーキング）

■日時・場所

　○７月17日㈰　13時30分～15時　桜樹公民館　　TEL0898－73－2505
　○７月19日㈫　19時30分～21時　石根公民館　　TEL0898－72－2620
　○７月21日㈭　19時30分～21時　壬生川公民館　TEL0898－64－2202
　○７月23日㈯　13時30分～15時　大保木公民館　TEL0897－59－0226
　○７月26日㈫　19時30分～21時　庄内公民館　　TEL0898－66－1023
　○７月27日㈬　19時～20時30分　西条公民館　　TEL0897－52－1264
　○７月28日㈭　19時30分～21時　吉井公民館　　TEL0898－64－3001
　○７月29日㈮　19時30分～21時　大町公民館　　TEL0897－56－3835
　○７月30日㈯　19時30分～21時　飯岡公民館　　TEL0897－56－2118
　○８月９日㈫　19時30分～21時　周布公民館　　TEL0898－68－7030
　○８月18日㈭　19時30分～21時　三芳公民館　　TEL0898－66－0504
　○８月20日㈯　19時30分～21時　神拝公民館　　TEL0897－53－6946
　○８月25日㈭　19時30分～21時　橘公民館　　　TEL0897－57－9543
　○８月26日㈮　19時30分～21時　楠河公民館　　TEL0898－66－0238
　○８月27日㈯　19時～20時30分　中川公民館　　TEL0898－73－2200

■問合せ

○市庁舎本館３階

　広報広聴課　広聴係

　TEL0897－52－1694

○各総合支所

　総務課　総務調整係

　地域の課題などについて、市長と直接意見交換をしてみませんか。ぜひご参加ください。

低
所
得
の
高
齢
者
向
け
給
付
金

申
請
は
８
月
２
日
㈫
ま
で
に
！

　

期
限
を
過
ぎ
た
も
の
は
受
付
で

き
ま
せ
ん
の
で
、
早
め
に
申
請
し

て
く
だ
さ
い
。
給
付
金
の
支
給
は

１
人
に
つ
き
１
回
の
み
で
す
。
す

で
に
申
請
さ
れ
た
方
は
再
度
申
請

す
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

受
付
後
に
審
査
な
ど
の
手
続
き

を
行
う
た
め
、
支
給
ま
で
に
１
カ

月
程
度
か
か
り
ま
す
。

　

申
請
時
に
本
人
確
認
書
類
（
支

給
対
象
者
全
員
分
の
運
転
免
許
証

ま
た
は
保
険
証
な
ど
）
の
写
し
が

必
要
で
す
。
一
部
の
方
は
、
受
取

口
座
の
通
帳
ま
た
は
キ
ャ
ッ
シ
ュ

カ
ー
ド
の
写
し
も
必
要
で
す
。

　

申
請
内
容
に
不
備
な
ど
が
あ
る

場
合
は
郵
送
で
通
知
し
ま
す
。
訂

正
後
、
再
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

問
合
せ

○
市
庁
舎
本
館
１
階

　

臨
時
福
祉
給
付
金
事
務
局

℡
０
８
９
７

－
５
２

－

５
７
８
６

○
各
総
合
支
所　

市
民
福
祉
課

　

臨
時
福
祉
給
付
金
受
付
窓
口

介
護
保
険
施
設
で
の
食
費
と

居
住
費
を
減
額
し
ま
す

　

低
所
得
の
方
は
申
請
し
て
「
介

護
保
険
負
担
限
度
額
認
定
証
」
の

交
付
を
受
け
る
と
、
介
護
保
険
施

設
を
利
用
し
た
際
の
食
費
・
居
住

費
が
一
部
減
額
さ
れ
ま
す
。

　

す
で
に
認
定
証
を
お
持
ち
の
方

は
７
月
31
日
㈰
が
有
効
期
限
で
す
。

引
き
続
き
利
用
さ
れ
る
方
は
、
期

限
ま
で
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

認
定
を
受
け
る
た
め
の
要
件

○
市
民
税
非
課
税
世
帯

○�

同
世
帯
・
別
世
帯
に
か
か
わ
ら

ず
、
配
偶
者
も
市
民
税
非
課
税

○�
預
貯
金
な
ど
が
一
定
額
以
下

（
単
身
で
１
千
万
円
以
下
、
夫

婦
で
２
千
万
円
以
下
）

申
請
方
法　

７
月
29
日
㈮
（
必
着
）

ま
で
に
申
請
書
を
担
当
課
に
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。
申
請
に
は
通
帳

な
ど
の
写
し
が
必
要
で
す
。
詳
細

は
ご
利
用
の
施
設
や
担
当
ケ
ア
マ

ネ
ジ
ャ
ー
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

※�

利
用
者
負
担
を
決
め
る
際
の
収

入
は
、
現
在
は
課
税
年
金
収
入

の
み
が
対
象
で
す
が
、
８
月
か

ら
は
非
課
税
年
金
（
遺
族
年
金

・
障
害
年
金
）
収
入
も
含
め
て

判
定
し
ま
す
。

対
象
と
な
る
施
設

（
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
含
む
）

○
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム

○
介
護
老
人
保
健
施
設

○
介
護
療
養
型
医
療
施
設

○
小
規
模
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム

申
請
場
所
・
問
合
せ

○�

市
庁
舎
本
館
１
階　

高
齢
介
護

課　

介
護
認
定
給
付
係

℡
０
８
９
７

－

５
２

－

１
４
２
３

○
各
総
合
支
所　

市
民
福
祉
課

　

福
祉
係
（
東
予
）

　

市
民
福
祉
係
（
丹
原
・
小
松
）

市
立
幼
稚
園
・
認
定
こ
ど
も
園

未
就
園
児
親
子
で
遊
ぼ
う
！

　

市
立
幼
稚
園
・
認
定
こ
ど
も
園

で
は
、
幼
稚
園
や
保
育
所
に
通
っ

て
い
な
い
幼
児
を
対
象
に
、
次
の

日
程
で
園
を
開
放
し
ま
す
。
保
護

者
同
伴
で
、
気
軽
に
遊
び
に
来
て

く
だ
さ
い
。（
申
込
不
要
）

開
放
日
時

　

７
月
27
日
㈬
・
８
月
２
日
㈫
・

９
日
㈫
・
23
日
㈫

　

９
時
30
分
～
11
時
30
分

場
所
・
問
合
せ

○
ひ
ま
わ
り
幼
稚
園

℡
０
８
９
７

－

５
７

－

７
７
９
７

○
東
予
南
幼
稚
園

℡
０
８
９
８

－

６
４

－

３
０
８
１

○
多
賀
幼
稚
園

℡
０
８
９
８

－

６
４

－

２
７
６
７

○
国
安
幼
稚
園

℡
０
８
９
８

－

６
６

－

５
３
３
２

○
小
松
幼
稚
園

℡
０
８
９
８

－

７
２

－

２
７
０
２

○
河
北
こ
ど
も
園

℡
０
８
９
８

－

６
６

－

５
０
６
５
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７
月
の
市
税
ご
よ
み

11�

日
㈪　

市
県
民
税
（
特
別
徴
収

分
）
６
月
分
の
納
期
限

20�
日
㈬　

市
県
民
税
（
普
通
徴
収

分
）
第
１
期
分
の
督
促
状
発
送

８�

月
１
日
㈪　

国
民
健
康
保
険
税

第
１
期
分
の
納
期
限
、
固
定
資

産
税
第
２
期
分
の
納
期
限

※�

督
促
状
１
通
に
つ
き
100
円
の
督

促
手
数
料
を
い
た
だ
き
ま
す
。

※�

口
座
振
替
利
用
者
は
、
納
期
限

日
の
残
高
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

国
民
年
金
保
険
料
の
免
除
・

猶
予
申
請
を
受
け
付
け
ま
す

　

国
民
年
金
保
険
料
を
未
納
の
ま

ま
放
置
す
る
と
、
老
後
の
年
金
や
、

万
一
、
障
が
い
や
死
亡
と
い
っ
た

不
慮
の
事
態
が
発
生
し
た
と
き
に

障
害
年
金
や
遺
族
年
金
が
受
け
ら

れ
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

経
済
的
な
理
由
な
ど
で
保
険
料

の
納
付
が
困
難
な
場
合
、
保
険
料

の
免
除
・
猶
予
制
度
が
あ
り
ま
す
。

７
月
１
日
㈮
か
ら
平
成
28
年
度
の

申
請
を
受
け
付
け
ま
す
。

※�

過
去
の
未
納
分
は
、
申
請
月
の

２
年
１
カ
月
前
ま
で
さ
か
の
ぼ

っ
て
申
請
で
き
ま
す
。

保
険
料
免
除
制
度

　

保
険
料
の
全
額
・
一
部
が
免
除

さ
れ
る
制
度
で
、
本
人
・
配
偶
者

・
世
帯
主
の
前
年
所
得
が
一
定
額

以
下
で
あ
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

納
付
猶
予
制
度

　

50
歳
未
満
の
方
の
保
険
料
納
付

を
猶
予
し
、
後
で
納
付
が
で
き
る

制
度
で
、
本
人
・
配
偶
者
の
前
年

所
得
が
一
定
額
以
下
で
あ
る
こ
と

が
必
要
で
す
。
こ
れ
ま
で
は
「
若

年
者
納
付
猶
予
制
度
」
と
い
う
名

称
で
30
歳
未
満
の
方
が
対
象
で
し

た
が
、
７
月
か
ら
は
50
歳
未
満
の

方
が
対
象
と
な
り
ま
す
。
な
お
、

６
月
以
前
の
期
間
は
、
30
歳
未
満

で
あ
っ
た
期
間
が
対
象
で
す
。

※�
失
業
さ
れ
た
方
は
、
離
職
票
や

雇
用
保
険
受
給
資
格
者
証
な
ど

を
添
付
す
れ
ば
、
失
業
さ
れ
た

方
の
所
得
を
除
外
し
て
審
査
を

行
う
失
業
特
例
が
あ
り
ま
す
。

（
有
効
期
間
あ
り
）

承
認
期
間　

７
月
～
翌
年
６
月

※�

前
年
度
に
全
額
免
除
（
理
由
が

失
業
等
の
場
合
を
除
く
）
や
納

付
猶
予
を
受
け
た
方
で
、
申
請

時
に
翌
年
度
以
降
の
申
請
を
希

望
し
た
場
合
、
継
続
申
請
が
あ

っ
た
も
の
と
し
て
審
査
し
ま
す
。

免
除
・
猶
予
を
受
け
た
期
間
は

　

年
金
を
受
給
す
る
た
め
の
資
格

期
間
と
し
て
計
算
さ
れ
ま
す
が
、

免
除
期
間
と
段
階
に
応
じ
て
受
給

時
に
年
金
が
減
額
さ
れ
ま
す
。

※�

老
齢
基
礎
年
金
受
給
前
な
ら
、

10
年
前
ま
で
さ
か
の
ぼ
っ
て
追

納
で
き
ま
す
（
経
過
期
間
に
応

じ
て
加
算
額
あ
り
）。
追
納
す

る
と
、
将
来
の
年
金
額
を
増
や

せ
ま
す
。

※�

一
部
免
除
と
な
り
部
分
納
付
が

必
要
な
方
は
、
納
付
し
な
い
と

年
金
額
に
反
映
さ
れ
ま
せ
ん
。

問
合
せ

○
新
居
浜
年
金
事
務
所

℡
０
８
９
７
－

３
５

－

１
３
０
０

○
市
庁
舎
新
館
１
階

　

市
民
生
活
課　

年
金
係

℡
０
８
９
７

－

５
２

－

１
３
８
３

○
各
総
合
支
所　

市
民
福
祉
課

　

市
民
保
険
係
（
東
予
）

　

市
民
福
祉
係
（
丹
原
・
小
松
）

消
防
水
利
の
近
く
は

駐
車
禁
止
！

　

消
火
栓
や
防
火
水
槽
な
ど
の
消

防
水
利
は
、
消
火
活
動
に
欠
か
せ

な
い
重
要
な
設
備
で
す
。

　

道
路
脇
や
歩
道
な
ど
に
設
置
し

て
い
る
消
防
水
利
に
は
、
そ
の
位

置
を
示
す
た
め
、
ふ
た
は
黄
色
、

標
識
や
立
ち
上
が
り
消
火
栓
は
赤

色
で
塗
装
し
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
消
防
水
利
か
ら
５
㍍

以
内
は
、
道
路
交
通
法
で
駐
車
が

禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。
違
法
な
駐

車
は
一
刻
を
争
う
消
火
活
動
の
妨

げ
に
な
り
ま
す
。
皆
さ
ん
の
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

へルプカードを
　　　ご存じですか

ヘルプカードとは…

　障がいのある人などが、災害時や体調不良など

の緊急時に必要な支援や配慮を受けられるよう、

具体的な困り事や手助けの方法などを書いて携帯

するカードです。

対象

　障がいのある人が主な対象です。病気やけがのため、外

出・避難先で周囲の配慮や手助けが必要な人も使えます。

配布方法

　市役所・各総合支所の担当課で配布しています。市ホー

ムページからダウンロードして作成することもできます。

ヘルプカードを持っている方が

困っている様子のときは…

　「何かお手伝いしましょうか？」と、気軽に声をかけて

ください。本人に聞くか、ヘルプカードを見ることで、適

切な支援を行うことができます。

問合せ　○市庁舎本館１階　社会福祉課　障がい者福祉係　TEL0897－52－1214　　○各総合支所　市民福祉課

例えばこんなとき…

災害時の避難

安全に避難で

きるよう配慮

や協力を依頼

パニック・発作

適切な対応や

配慮、緊急連

絡先への連絡

道に迷ったとき

道案内をする

か、支援機関

などへつなぐ
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社
会
を
明
る
く
す
る
運
動

強
調
月
間
７
月
１
日
～
31
日

　

犯
罪
や
非
行
の
な
い
明
る
い
地

域
社
会
を
築
く
た
め
、
各
所
で
啓

発
活
動
を
実
施
し
ま
す
。
運
動
へ

の
ご
理
解
、
行
事
へ
の
参
加
を
お

願
い
し
ま
す
。

行
動
目
標

①�

犯
罪
や
非
行
の
な
い
安
全
・
安

心
な
地
域
社
会
を
築
く
た
め
の

取
り
組
み
を
進
め
よ
う

②�

犯
罪
や
非
行
を
し
た
人
た
ち
の

立
ち
直
り
を
支
え
よ
う

重
点
事
項

①�

出
所
者
等
の
事
情
を
理
解
し
た

上
で
雇
用
す
る
企
業
の
数
を
増

や
す
こ
と

②�

帰
る
べ
き
場
所
が
な
い
ま
ま
、

刑
務
所
か
ら
社
会
に
戻
る
人
の

数
を
減
ら
す
こ
と

③�

薬
物
依
存
か
ら
の
回
復
と
社
会

復
帰
を
長
期
的
に
支
え
る
地
域

の
環
境
を
作
る
こ
と

主
な
行
事

○�

保
護
司
会
、
更
生
保
護
女
性
会

な
ど
に
よ
る
街
頭
啓
発
活
動

○�

市
内
中
学
生
を
対
象
と
し
た
作

文
コ
ン
テ
ス
ト

○�

地
区
大
会
を
７
月
28
日
㈭
に
中

央
公
民
館
で
開
催
。
10
時
か
ら

中
学
生
の
主
張
（
作
文
発
表
）、

作
文
入
賞
者
表
彰
式
、
13
時
30

分
か
ら
公
開
ケ
ー
ス
研
究
会
。

問
合
せ　

市
庁
舎
新
館
１
階

　

広
報
広
聴
課
内

　
「
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
」

　

西
条
地
区
推
進
委
員
会
事
務
局

℡
０
８
９
７

－

５
２

－

１
２
４
３

高
齢
者
世
帯
の
粗
大
ご
み
を

戸
別
収
集
し
ま
す

対
象　

収
集
日
に
粗
大
ご
み
を
ご

み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
に
運
び
出
す
こ

と
が
困
難
で
あ
り
、
お
お
む
ね
65

歳
以
上
の
高
齢
者
だ
け
で
構
成
さ

れ
る
世
帯

収
集
す
る
も
の

　

た
ん
す
、
机
、
い
す
、
食
器
棚
、

布
団
、
自
転
車
、
ス
ト
ー
ブ
、
こ

た
つ
、
掃
除
機
な
ど

収
集
で
き
な
い
も
の

　

引
っ
越
し
な
ど
に
伴
う
多
量
ご

み
、
テ
レ
ビ
、
冷
蔵
庫
・
冷
凍
庫
、

洗
濯
機
・
衣
類
乾
燥
機
、エ
ア
コ
ン
、

天
日
温
水
器
、
パ
ソ
コ
ン
、
消
火

器
、
バ
イ
ク
、
農
機
具
な
ど

収
集
時
期　

８
月
下
旬
予
定

※�

必
ず
粗
大
ご
み
処
理
券
を
貼
り
、

建
物
の
外
に
出
し
て
く
だ
さ
い
。

申
込
期
間

　

７
月
１
日
㈮
～
15
日
㈮

申
込
方
法　

電
話
か
直
接
担
当
窓

口
へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
申

込
者
に
は
、
事
前
に
収
集
日
・
収

集
業
者
な
ど
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

申
込
先
（
居
住
地
域
別
）

○
西
条
地
域
の
方

　

市
庁
舎
新
館
２
階

　

環
境
衛
生
課　

衛
生
係

℡
０
８
９
７

－

５
２

－

１
３
３
８

○
東
予
・
丹
原
・
小
松
地
域
の
方

　

各
総
合
支
所　

市
民
福
祉
課

　

生
活
環
境
係
（
東
予
）

　

市
民
福
祉
係
（
丹
原
・
小
松
）

海
の
事
故
ゼ
ロ
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

全
国
海
難
防
止
強
調
運
動

７
月
16
日
㈯
～
31
日
㈰

　
「
海
難
ゼ
ロ
へ
の
願
い
」
を
統

一
の
テ
ー
マ
と
し
、
海
難
の
発
生

防
止
を
目
的
に
実
施
し
て
い
ま
す
。

重
点
事
項

○
小
型
船
舶
の
海
難
防
止

○�

見
張
り
の
徹
底
、
船
舶
間
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
促
進

○�

ラ
イ
フ
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
の
常
時
着

用
な
ど
自
己
救
命
策
の
確
保

問
合
せ　

今
治
海
上
保
安
部

℡
０
８
９
８

－

３
２

－

２
８
８
２

Ｊ
Ｒ
伊
予
西
条
・
壬
生
川
駅
前

88
ク
リ
ー
ン
ウ
ォ
ー
ク
四
国

　

８
月
は
「
道
路
ふ
れ
あ
い
月

間
」
で
す
。
み
ん
な
が
快
適
に
利

用
で
き
る
よ
う
、
道
路
を
清
掃
す

る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
参
加
し

ま
せ
ん
か
。

日
時　

８
月
８
日
㈪

　
　
　

６
時
～　

１
時
間
程
度

コ
ー
ス
（
要
申
込
）

○�

自
由
コ
ー
ス　

各
自
近
く
の
道

路
を
２
㎞
程
度
歩
き
な
が
ら
清

掃
。
集
め
た
ゴ
ミ
は
各
駅
舎
前

に
７
時
30
分
ま
で
に
出
す
か
、

各
自
で
処
分
し
て
く
だ
さ
い
。

○�

モ
デ
ル
コ
ー
ス　

に
ぎ
わ
い
コ

ー
ス
（
松
山
中
央
公
園
）

申
込
期
限　

７
月
30
日
㈯
必
着

注
意
事
項　

清
掃
用
具
は
各
自
で

用
意
し
て
く
だ
さ
い
。
参
加
者
の

事
故
な
ど
は
自
己
責
任
で
す
。

申
込
先

　

88
ク
リ
ー
ン
ウ
ォ
ー
ク
四
国
実

行
委
員
会

℡
０
８
７

－

８
２
１

－

３
５
１
０

　

�（
９
時
～
17
時　

土
・
日
曜
日

と
祝
日
を
除
く
）

東
予
写
真
愛
好
会
作
品
展

期
間　

７
月
９
日
㈯
～
18
日
㈪

　

９
時
～
18
時
30
分
（
９
日
は
13

時
か
ら
、
18
日
は
16
時
ま
で
）

場
所　

地
域
創
生
セ
ン
タ
ー
市
民

展
示
室

内
容　

東
予
地
方
で
二
科
展
に
応

募
す
る
写
真
愛
好
家
の
作
品
展

問
合
せ

　

東
予
写
真
愛
好
会
（
一
色
）

℡
０
９
０

－

１
０
０
９

－

２
８
７
４

第
11
回
て
い
ず
い
夏
祭
り

日
時　

７
月
10
日
㈰　

18
時
～
20

時
（
雨
天
時
は
施
設
内
で
実
施
）

内
容　

障
が
い
者
福
祉
へ
の
理
解

を
深
め
る
イ
ベ
ン
ト
。
バ
ン
ド
の

演
奏
、
屋
台
な
ど
。

場
所
・
問
合
せ

　

障
害
者
支
援
施
設
て
い
ず
い

℡
０
８
９
７

－

５
２

－

５
３
０
０

サマージャンボ
宝くじ発売！

１等・前後賞合わせて７億円！

発売期間　７月６日㈬～29日㈮
抽 選 日　８月９日㈫
販売価格　１枚300円

販売場所　最寄りの宝くじ売り場など

　この宝くじの収益金は、市町村の明

るく住みよいまちづくりのために使わ

れます。
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夏
休
み
博
物
館

ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー

期
間

　

７
月
16
日
㈯
～
８
月
31
日
㈬

内
容　

四
国
鉄
道
文
化
館
と
愛
媛

県
総
合
科
学
博
物
館
の
２
つ
の
博

物
館
で
ス
タ
ン
プ
を
押
し
て
応
募

す
る
と
、
抽
選
で
オ
リ
ジ
ナ
ル
グ

ッ
ズ
が
当
た
り
ま
す
。

※
入
館
料
が
必
要
で
す
。

問
合
せ

○
四
国
鉄
道
文
化
館

℡
０
８
９
７

－

４
７

－

３
５
７
５

○
愛
媛
県
総
合
科
学
博
物
館

℡
０
８
９
７

－

４
０

－
４
１
０
０

Ｓス

ト

ー

ン

Ｔ
Ｏ
Ｎ
Ｅ
Ｈハ

ン

マ

ー

Ａ
Ｍ
Ｍ
Ｅ
Ｒ

ｆフ

ェ

ス

ｅ
ｓ
２
０
１
６

日
時　

７
月
24
日
㈰

　
　
　

９
時
～
17
時

場
所　

西
条
運
動
公
園

　
　
　

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
広
場

内
容　

地
元
バ
ン
ド
・
プ
ロ
ア
ー

テ
ィ
ス
ト
が
コ
ラ
ボ
し
た
市
民
手

づ
く
り
の
音
楽
フ
ェ
ス
。
フ
ー
ド

・
物
販
コ
ー
ナ
ー
に
は
地
元
人
気

店
が
集
結
し
ま
す
。

出
演　

GUN
IW

 TO
O

LS

・S

シ
ャ
ボ
ン

abão

（
元H

ysteric Blue

）・TH
E2.3's

・

SEX
 M

ACH
IN

EGUN
S

・str@
y

・

PO
LYSICS

・M
EAN

IN
G　

ほ
か

入
場
料　

３
０
０
０
円
（
当
日

３
５
０
０
円
、
中
学
生
以
下
無
料
）

問
合
せ　

STO
N

E H
AM

M
ER

実

行
委
員
会

℡
０
８
９
７

－
５
５

－

５
６
９
８

福
祉
プ
ー
ル
で
楽
し
も
う

　

障
が
い
者
や
母
子
家
庭
の
皆
さ

ん
が
楽
し
い
一
日
を
過
ご
せ
る
よ

う
、
プ
ー
ル
を
解
放
し
ま
す
。

日
時
・
場
所

○
７
月
25
日
㈪　

10
時
～
13
時

　

西
条
運
動
公
園
総
合
プ
ー
ル

○
８
月
８
日
㈪　

10
時
～
13
時

　

東
予
運
動
公
園
プ
ー
ル

※ 

開
催
中
、
参
加
者
以
外
は
利
用

で
き
ま
せ
ん
の
で
ご
了
承
く
だ

さ
い
。

申
込
期
限　

７
月
５
日
㈫

※ 
障
が
い
者
団
体
や
福
祉
施
設
の

方
は
、
参
加
希
望
者
を
取
り
ま

と
め
て
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

申
込
先

○ 

市
庁
舎
本
館
１
階　

社
会
福
祉

課　

障
が
い
者
福
祉
係

℡
０
８
９
７

－

５
２

－

１
２
１
４

○
各
総
合
支
所　

市
民
福
祉
課

　

福
祉
係
（
東
予
）

　

市
民
福
祉
係
（
丹
原
・
小
松
）

西
条
市
民
を
優
待
！

愛
媛
Ｆ
Ｃ
ホ
ー
ム
ゲ
ー
ム

西
条
市
マ
ッ
チ
シ
テ
ィ

　

７
月
16
日
㈯
の
試
合
は
「
西
条

市
の
日
」
で
、
西
条
市
民
に
優
待

制
度
が
あ
り
ま
す
。
ご
利
用
の
方

は
、
マ
ッ
チ
シ
テ
ィ
事
務
局
か
各

総
合
支
所
総
務
課
で
事
前
に
優
待

チ
ケ
ッ
ト
を
お
求
め
く
だ
さ
い
。

日
時　

７
月
16
日
㈯

　
　
　

19
時
キ
ッ
ク
オ
フ

場
所　

ニ
ン
ジ
ニ
ア
ス
タ
ジ
ア
ム

（
愛
媛
県
総
合
運
動
公
園
内
）

対
戦
相
手　

清
水
エ
ス
パ
ル
ス

優
待
制
度

○ 

高
校
生
以
下
の
方
は
Ｂ
席
観
戦

無
料
（
要
優
待
チ
ケ
ッ
ト
）

○ 

通
常
２
０
０
０
円
（
前
売
り
）

の
Ｂ
席
一
般
チ
ケ
ッ
ト
を
、
特

別
価
格
１
０
０
０
円
で
販
売

販
売
期
間

　

７
月
15
日
㈮
15
時
ま
で

問
合
せ　

市
庁
舎
新
館
２
階

　

ス
ポ
ー
ツ
健
康
課

　

マ
ッ
チ
シ
テ
ィ
事
務
局

℡
０
８
９
７

－

５
２

－
１
２
５
５

○
ス
マ
イ
ル
パ
ス
の
問
合
せ

　

小
学
生
対
象
の
愛
媛
Ｆ
Ｃ
ホ
ー

ム
ゲ
ー
ム
全
試
合
が
無
料
に
な
る

「
ス
マ
イ
ル
パ
ス
」
に
つ
い
て
は
、

愛
媛
Ｆ
Ｃ
事
務
局
へ
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

℡
０
８
９

－

９
７
０

－

０
７
０
０

▼四国鉄道文化館

▲総合科学博物館

■みんなが楽しく安全にプールを利用するために

○小学３年生以下の児童・幼児には、必ず保護者が同伴してください。

　（保護者１人につき、小学３年生以下の児童・幼児は２人まで）

　保護者の同伴がない場合は、事故防止のため入場をお断りします。

○プール利用規定や、管理者の指示には必ず従ってください。

■福祉プール開催にご協力を

　次の日程は福祉プール開催のため、参加者以外は14時まで利用できま

せん。ご理解とご協力をお願いします。

○西条運動公園総合プール：７月25日㈪
○東予運動公園プール：８月８日㈪

　○大　人：３００円

　○中高生：２００円

　○小学生：１００円

　団体料金（30人以上）

　○小学生：　８０円

※障害者手帳をお持ちの方、65

　歳以上の方、ひとり親世帯の

　方などに対する減免制度があ

　ります。
西条運動公園総合プール（ひうち１－２）　TEL0897－53－3200

東予運動公園プール（河原津新田甲157）　TEL0898－66－4419

問
合
せ

利用料金（１人当たり）

プール開き７月１日
西条運動公園総合プール

東予運動公園プール

利用期間 ７月１日㈮～８月31日㈬ 利用時間 10時～18時
※７月20日㈬～８月19日㈮は19時まで延長
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※行事の日程・場所などは、変更になる場合があります。

日時 場所行事名

３日　9：00

ひうち球場

東予球場

30日 13：00
31日　8：30

平成28年度西条市長杯軟式野球大会優勝決定戦

ひうち体育館ほか

東予球場ほか

東予球場

９日　9：30
10日　9：15

平成28年度西条市家庭婦人バレーボール大会

ひうち陸上競技場

天皇賜杯第71回全日本軟式野球大会
愛媛県大会

２日　9：00
３日　9：00

16日　8：00
17日　8：00

16日　9：00
17日　9：00
18日　9：00
19日　9：00
21日 10：00
22日 10：00

東予運動公園多目的広場

第53回全国高等専門学校体育大会陸上競技

総合体育館第１格技室17日　9：00第10回スポーツ少年団本部長杯空手道大会

10日　9：00 西条西部体育館

第11回スポーツ少年団本部長杯ミニバス大会 10日　9：00 東予体育館

第11回スポーツ少年団本部長杯ソフトボール大会

ひうち陸上競技場佐々木記念西条ひうち記録会

第11回スポーツ少年団本部長杯
バレーボール大会

22日　9：00
23日　9：00

17日　9：00

第98回全国高等学校野球

選手権記念愛媛大会

（１～３回戦）

第31回愛媛県中学軟式野球選手権大会
西条支部予選大会

７月のスポーツカレンダー熱中症に注意！
　冷夏といわれた昨年の夏でも、全国各地で熱中症

による救急搬送が話題になりました。今年の夏は、

平均気温が例年より高いと予想されています。

　熱中症はめまい・脱水症状・頭痛・吐き気などが

おこり、時には死に至ることもあります。こまめな

水分補給、十分な休息などの予防が大切です。発症

すれば応急手当を行い、速やかに医療機関を受診し

ましょう。必要であれば救急車を呼ぶことが重要で

す。応急手当を身につけ、いざというときに適切な

行動がとれるよう準備しておきましょう。

猛暑の季節

　消防署では、毎月第３日曜日を「応急手当

の日」として、講習会を行っています。

■日時　７月17日㈰　９時～12時
■場所　西消防署２階救急実習室

■申込先

　○西消防署　救急係　TEL0898－68－0119

　○東消防署　救急係　TEL0897－55－0119

水
と
親
し
む
青
空
教
室

日
時　

７
月
25
日
㈪

　
　
　

10
時
～
12
時

場
所　

加
茂
川
ト
リ
ム
公
園

講
師　

山
本
貴
仁
氏
（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法

人
西
条
自
然
学
校
）

内
容　

川
の
中
に
は
秘
密
と
不
思

議
が
い
っ
ぱ
い
。
簡
単
な
水
質
調

査
や
、
水
中
の
生
き
物
を
観
察
。

対
象　

市
内
小
・
中
学
生
と
保
護

者
（
小
学
生
は
保
護
者
同
伴
）

定
員　

35
人
（
先
着
順
）

申
込
期
限　

７
月
19
日
㈫

申
込
先　

市
庁
舎
新
館
２
階

　

環
境
衛
生
課　

環
境
係

℡
０
８
９
７

－

５
２

－

１
３
８
２

Eﾒｰﾙkankyoeisei@
saijo-city.jp

西
条
自
然
学
校　

夜
の
学
校

「
西
条
の
社し

ゃ

叢そ
う

林
」

日
時　

７
月
20
日
㈬

　
　
　

19
時
～
20
時
（
申
込
不
要
）

場
所　

産
業
情
報
支
援
セ
ン
タ
ー

講
師　

松
井
宏
光
氏
（
東
雲
短
期

大
学
名
誉
教
授
）

内
容　

松
井
先
生
が
調
査
し
て
き

た
「
西
条
の
社
叢
林
」
を
学
ぶ
。

問
合
せ　

市
庁
舎
新
館
２
階

　

環
境
衛
生
課　

環
境
係

℡
０
８
９
７

－

５
２

－

１
３
８
２

夏
休
み
鉄
道
教
室

「
伊
予
西
条
駅
探
検
」

日
時　

８
月
７
日
㈰

　
　
　

10
時
～
12
時

場
所　

Ｊ
Ｒ
伊
予
西
条
駅
構
内
等

内
容　

駅
長
の
説
明
で
設
備
や
機

器
、
車
両
を
見
学
し
、
駅
の
機
能

や
列
車
の
運
行
管
理
を
学
ぶ
。

対
象　

小
学
生
以
上

定
員　

20
人
（
先
着
順
）

申
込
先　

観
光
交
流
セ
ン
タ
ー

℡
０
８
９
７

－

４
７

－

３
５
７
５

カ
ヌ
ー
体
験
教
室

日
時　

７
月
30
日
㈯

　
　
　

10
時
～
11
時
30
分

場
所　

陣
屋
跡
お
堀

対
象　

小
学
生
以
上

定
員　

15
人
（
先
着
順
）

参
加
費　

７
０
０
円

申
込
期
限　

７
月
15
日
㈮

申
込
先　

西
条
市
カ
ヌ
ー
協
会
事

務
局
（
㈱
丸
和
商
事
内
）

℡
０
８
９
７

－

５
５

－

６
０
４
５

映
画「
エ
ン
デ
ィ
ン
グ
ノ
ー
ト
」

上
映
会
＆
書
き
方
講
座

日
時
（
全
３
回
）

　

７
月
17
日
㈰
・
20
日
㈬
・
21
日

㈭　

10
時
～
12
時

内
容　

映
画
上
映
（
あ
る
ひ
と
つ

の
家
族
の
物
語
）、
書
き
方
講
座

場
所　

総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

受
講
料
（
要
申
込
）

　

１
０
０
０
円
（
ノ
ー
ト
代
含
む
）

申
込
先　

エ
ン
デ
ィ
ン
グ
支
援
セ

ン
タ
ー
え
ひ
め
（
黒
川
）

℡
０
９
０

－

１
１
７
４

－
９
６
３
７

刈
払
機
取
扱
・
植
木
剪せ

ん

定て
い

講
習
会

講
習
日
時
（
全
25
時
間
程
度
）

　

７
月
27
日
㈬
～
８
月
４
日
㈭
の

う
ち
５
日
間　

９
時
～
17
時

講
習
場
所　

西
条
市
シ
ル
バ
ー
人

材
セ
ン
タ
ー
な
ど

内
容　

刈
払
機
の
取
り
扱
い
、
剪

定
技
術
を
座
学
と
実
技
で
習
得
。

対
象　

市
内
在
住
の
60
歳
以
上
の

方
、
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
で

就
業
を
希
望
す
る
方

定
員　

25
人

申
込
方
法

　

次
の
い
ず
れ
か
の
日
に
本
人
が

西
条
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

　

７
月
８
日
㈮
・
11
日
㈪
・
14
日

㈭
（
受
付
は
13
時
30
分
～
16
時
）

問
合
せ

○�

愛
媛
県
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ

ー
連
合
会

℡
０
８
９

－

９
１
５

－

１
４
２
０

○�

西
条
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ

ー
（
小
松
総
合
支
所
３
階
）

℡
０
８
９
８

－

７
６

－

３
６
７
０
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※７月11日㈪、25日㈪は清掃作業などのため休館。
申込先　食の創造館　TEL0898－65－7150

８月つくってみよう講座 90分の加工体験７月フラワーアレンジメント教室東予園芸のバラを使用

パン＆料理＆紅茶のLessonよくばりさんの料理教室

●日時　８月２日㈫　14時～15時30分
●内容　きゅうりの漬物（２種類）作りと、プチテ

　　　　ィータイム。

●講師　シニア野菜ソムリエ　加藤智子氏

●定員　10人（先着順）

●参加費　1,500円　　●申込期限　７月26日㈫

●日時　７月19日㈫　15時30分～16時30分
●内容　夏をテーマにガラスの器を使ったアレンジ

　　　　を学ぶ。旬の果物やお菓子、お土産も。

●講師　天野美奈子氏

●定員　36人（応募多数の場合は抽選）

●参加費　1,500円　　●申込期限　７月12日㈫

●日時　７月21日㈭　10時～13時
●内容　あんぱん、きゅうりの梅マヨサラダ・トマ

　　　　トスープ、アイスティーの料理教室。

●講師　シニア野菜ソムリエ　加藤智子氏

●定員　16人（応募多数の場合は抽選）

●参加費　2,500円　　●申込期限　７月14日㈭

おいしい料理＆お酒のイベント駅前夏まつりin食創館

●日時　７月18日㈪　16時～21時
●内容　夏野菜を使った料理と、夏においしいお酒

　　　　が楽しめる。おつまみは店舗別で限定数販

　　　　売（１品100～500円程度）。

●出店　むらかみ酒店、かふぇごじんや、そのほか

　　　　の市内飲食業者など

地元産品を使った料理教室・講習会

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
講
座

●
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
講
座

日
時
（
全
３
回
）

　

７
月
20
日
㈬
・
27
日
㈬
・
８
月

10
日
㈬

　

13
時
30
分
～
15
時
30
分

場
所　

総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

内
容　

講
演
「
災
害
に
強
い
ま
ち

づ
く
り
」
ほ
か

定
員　

25
人
程
度

●
パ
ソ
コ
ン
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
講
座

日
時
（
全
５
回
）

　

７
月
22
日
㈮
・
26
日
㈫
・
29
日

㈮
・
８
月
９
日
㈫
・
12
日
㈮

　

13
時
30
分
～
15
時
30
分

場
所　

中
央
公
民
館

内
容　

障
が
い
者
や
高
齢
者
の
パ

ソ
コ
ン
に
よ
る
社
会
参
加
を
支
援

す
る
方
法
を
学
ぶ
。

定
員　

20
人
程
度

●
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
体
験
講
座

日
時　

７
月
28
日
㈭

　
　
　

13
時
30
分
～
15
時
30
分

場
所　

東
予
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

内
容　

市
内
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
に
つ
い
て
学
ぶ
ほ
か
、
傾
聴
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
体
験
を
行
う
。

定
員　

20
人
程
度

●
申
込
先

　

西
条
市
社
会
福
祉
協
議
会

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー

℡
０
８
９
８

－

６
４

－

２
６
０
０

FAX
０
８
９
８

－

６
４

－

３
９
２
０

甲
種
防
火
管
理
新
規
講
習

日
時
（
２
日
間
）

　

７
月
28
日
㈭　

10
時
～
17
時

　

７
月
29
日
㈮　

10
時
～
15
時

場
所　

西
消
防
署

定
員　

70
人
（
先
着
順
）

テ
キ
ス
ト
代　

４
０
０
０
円

申
込
期
間　

７
月
１
日
㈮
～
22
日

㈮　

８
時
30
分
～
17
時
15
分

（
土
・
日
曜
日
、
祝
日
を
除
く
）

申
請
書
配
布
場
所

　

消
防
本
部
予
防
課
、
西
消
防
署

※�
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ

ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

申
込
先

　

消
防
本
部
予
防
課　

予
防
係

℡
０
８
９
７

－
５
６

－

０
２
５
１

狩
猟
免
許
試
験
予
備
講
習
会

日
時　

７
月
18
日
㈪　

９
時
30
分

場
所　

新
居
浜
市
市
民
文
化
セ
ン

タ
ー
（
新
居
浜
市
繁
本
町
）

内
容　

狩
猟
者
免
許
試
験
の
た
め

の
狩
猟
法
規
、
鳥
獣
判
別
、
猟
具

取
り
扱
い
な
ど
の
講
習

受
講
料　

７
５
０
０
円

申
込
先

○
猟
友
会
西
条
支
部
（
久
門
）

℡
０
８
９
７

－

５
６

－

３
６
４
９

○
猟
友
会
西
条
市
西
支
部
（
渡
辺
）

℡
０
８
９
８

－

６
４

－

３
１
５
６

※�

各
支
部
で
定
員
ま
で
先
着
順
で

受
け
付
け
。
当
日
の
申
込
不
可
。

ワ
ー
ド
プ
レ
ス
で
作
る

Ｗ
Ｅ
Ｂ
ペ
ー
ジ
講
座

日
時
（
全
３
回
）

　

８
月
20
日
㈯
・
27
日
㈯
・
９
月

３
日
㈯　

９
時
～
16
時

内
容　

ワ
ー
ド
プ
レ
ス
と
い
う
ツ

ー
ル
を
使
い
、
会
社
や
店
舗
の
ウ

ェ
ブ
ペ
ー
ジ
の
制
作
方
法
を
学
ぶ
。

受
講
料　

３
万
８
６
６
円

　
　
　
　
（
テ
キ
ス
ト
代
込
）

申
込
期
限　

８
月
17
日
㈬

定
員　

15
人

場
所
・
申
込
先　
（
公
財
）
え
ひ

め
東
予
産
業
創
造
セ
ン
タ
ー

℡
０
８
９
７

－

６
６

－

１
１
１
１

デ
ザ
イ
ン
セ
ミ
ナ
ー

日
時　

７
月
22
日
㈮

　
　
　

19
時
～
21
時

場
所　

産
業
情
報
支
援
セ
ン
タ
ー

講
師　

山
内
敏
功
氏
（
グ
ラ
フ
ィ

ッ
ク
デ
ザ
イ
ナ
ー
／
ビ
ン
デ
ザ
イ

ン
オ
フ
ィ
ス
㈲
代
表
／
エ
ヒ
メ
デ

ザ
イ
ン
協
会
会
長
）

内
容　

デ
ザ
イ
ン
に
よ
っ
て
商
品

を
芯
か
ら
強
く
す
る
方
法
を
学
ぶ
。

参
加
費　

５
０
０
円

対
象　

市
内
事
業
者
・
在
住
者

定
員　

40
人
（
先
着
順
）

申
込
期
限　

７
月
15
日
㈮

問
合
せ　

市
庁
舎
新
館
２
階

　

産
業
振
興
課　

産
業
政
策
係

℡
０
８
９
７

－

５
２

－

１
４
０
７
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国
際
理
解
講
座

「
ザ
・
ア
ロ
ハ
・
ス
テ
ー
ト

　

ハ
ワ
イ
の
紹
介
」

日
時　

７
月
９
日
㈯

　
　
　

14
時
～
15
時
30
分

場
所　

総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

内
容　

ハ
ワ
イ
大
学
生
２
人
が
ア

ロ
ハ
・
ス
テ
ー
ト
（
州
の
愛
称
）

の
文
化
を
紹
介
。

※
講
座
は
日
本
語
で
行
い
ま
す
。

定
員　

60
人
（
先
着
順
）

申
込
期
間

　

７
月
１
日
㈮
～
８
日
㈮

主
催　

西
条
市
国
際
交
流
協
会

申
込
先　

市
庁
舎
本
館
４
階

　

総
務
課　

国
際
交
流
係

℡
０
８
９
７

－

５
２

－

１
２
０
６

第
２
回
ピ
ア
ノ
分
解
講
座

日
時　

８
月
11
日
㈭

　
　
　

10
時
～
・
15
時
～

場
所　

丹
原
文
化
会
館
大
ホ
ー
ル

講
師　

調
律
師　

塩
見
浩
和
氏

内
容　

ピ
ア
ノ
の
構
造
・
部
品
の

紹
介
や
歴
史
な
ど
、
ピ
ア
ノ
の
不

思
議
を
テ
ー
マ
に
し
た
分
解
講
座

参
加
料　

１
０
０
０
円

対
象　

３
歳
以
上

定
員　

各
30
人
（
事
前
予
約
優
先
）

申
込
方
法　

申
込
書
を
フ
ァ
ク
ス

・
郵
送
な
ど
で
提
出

申
込
先　

丹
原
文
化
会
館

℡
０
８
９
８

－

６
８

－

３
５
５
５

商
工
会
議
所
複
式
簿
記
講
習
会

期
間
（
全
20
回
）

　

８
月
２
日
㈫
～
10
月
11
日
㈫

　

18
時
30
分
～
20
時
30
分

場
所　

西
条
商
工
会
館

内
容　

商
業
簿
記
（
日
商
簿
記
３

級
程
度
）

受
講
料　

１
万
円

申
込
期
限　

７
月
19
日
㈫

申
込
先

○
西
条
商
工
会
議
所
本
所

℡
０
８
９
７

－

５
６

－

２
２
０
０

○
西
条
商
工
会
議
所
東
予
支
所

℡
０
８
９
８

－

６
４

－

５
０
０
０

高
校
３
年
生
対
象
就
職
フ
ェ
ア

日
時　

７
月
７
日
㈭

　
　
　

16
時
30
分
～
18
時
30
分

場
所　

総
合
文
化
会
館

内
容　

地
元
企
業
の
代
表
者
や
人

事
担
当
者
か
ら
直
接
説
明
を
聞
く

こ
と
が
で
き
る
合
同
企
業
説
明
会
。

対
象　

地
元
企
業
で
の
就
職
を
希

望
す
る
高
校
３
年
生
（
平
成
29
年

３
月
卒
業
予
定
の
方
）

参
加
企
業　

約
25
社
（
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
）

問
合
せ　

市
庁
舎
新
館
２
階

　

産
業
振
興
課　

商
工
労
政
係

℡
０
８
９
７

－

５
２

－

１
４
８
２

人
権
啓
発
劇
「
希
望
」

ス
タ
ッ
フ
・
キ
ャ
ス
ト
募
集

　

８
月
28
日
㈰
13
時
30
分
か
ら
総

合
文
化
会
館
で
開
催
予
定
の
「
差

別
を
な
く
す
る
市
民
の
集
い
」
に

お
い
て
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
２
０
０
８
に
よ
る
人
権
啓
発

劇
「
希
望
」
が
上
演
さ
れ
ま
す
。

　

こ
の
劇
を
通
じ
て
、
同
和
問
題

お
よ
び
ハ
ン
セ
ン
病
問
題
を
中
心

に
さ
ま
ざ
ま
な
人
権
問
題
に
つ
い

て
皆
さ
ん
と
一
緒
に
考
え
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

　

こ
の
劇
の
ス
タ
ッ
フ
（
道
具
・

受
付
・
照
明
・
交
通
な
ど
）
や
キ

ャ
ス
ト（
出
演
者
）を
募
集
し
ま
す
。

劇
づ
く
り
を
通
し
て
、
自
分
が
感

じ
た
こ
と
を
実
践
し
、
今
の
生
活

に
少
し
変
化
を
つ
け
ま
せ
ん
か
。

申
込
期
限　

７
月
15
日
㈮

申
込
方
法　

電
話
・
フ
ァ
ク
ス
で

住
所
・
氏
名
・
電
話
番
号
を
連
絡

し
、
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

申
込
先　

市
庁
舎
新
館
４
階

　

人
権
教
育
課　

人
権
教
育
係

℡
０
８
９
７

－

５
２

－

１
３
６
０

FAX
０
８
９
７

－

５
２

－

１
２
１
０▲平成26年「舳

へ

先
さき

の人」

　

市
で
は
11
月
１
日
の
市
制
施
行
記
念
の
日
に
、
社
会
公
共
の
福
祉

に
ご
尽
力
さ
れ
る
な
ど
、
市
民
の
模
範
と
な
る
方
々
の
表
彰
を
行
い

ま
す
。
表
彰
の
対
象
と
し
て
ふ
さ
わ
し
い
方
が
お
ら
れ
ま
し
た
ら
、

ご
推
薦
く
だ
さ
い
。

【
表
彰
該
当
者
の
具
体
的
事
例
】

①�

自
分
の
危
険
を
顧
み
ず
、
人
命
を
救
助
し
た
場
合

②�

寝
た
き
り
の
病
人
を
長
年
に
わ
た
り
世
話
す
る
な
ど
、
行
い
に
お

い
て
特
に
市
民
の
模
範
と
な
る
場
合

③�

業
務
に
励
み
、
特
に
市
民
の
模
範
と
な
る
場
合

④�

学
術
・
芸
術
上
の
発
明
改
良
・
創
作
な
ど
に
お
い
て
、
特
に
顕
著

な
功
績
の
あ
っ
た
場
合

⑤�

公
共
の
た
め
に
私
財
を
寄
附
し
、
特
に
功
労
の
あ
っ
た
場
合

⑥�

市
の
発
展
に
尽
く
し
、
特
に
功
労
の
あ
っ
た
場
合

⑦�

教
育
・
慈
善
・
青
少
年
の
健
全
育
成
・
そ
の
ほ
か
社
会
事
業
に
尽

く
し
、
そ
の
功
績
が
顕
著
な
場
合

⑧�

商
工
業
・
農
林
水
産
業
・
そ
の
ほ
か
産
業
の
振
興
に
顕
著
な
功
績

の
あ
っ
た
場
合

【
表
彰
該
当
者
の
住
所
等
】

　

西
条
市
民
ま
た
は
西
条
市
に
所
在
の
団
体
（
市
外
在
住
者
ま
た
は

団
体
で
本
市
に
関
係
の
あ
る
も
の
を
含
む
）

【
推
薦
方
法
】

　

市
庁
舎
本
館
４
階
総
務
課
総
務
係
、
各
総
合
支
所
総
務
課
、
各
公

民
館
に
あ
る
推
薦
用
紙
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、
７
月
15
日
㈮
ま
で

に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

【
問
合
せ
】

　

市
庁
舎
本
館
４
階　

総
務
課　

総
務
係

　

℡
０
８
９
７

－

５
２

－

１
２
０
５

市
民
表
彰
該
当
者
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市
営
住
宅
入
居
者
一
斉
募
集

　

今
回
の
募
集
は
、
７
月
末
日
現

在
の
空
き
家
と
、
８
月
以
降
平
成

29
年
６
月
末
ま
で
の
期
間
に
空
き

住
宅
が
生
じ
る
こ
と
を
想
定
し
て

い
る
た
め
、
た
だ
ち
に
入
居
で
き

な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。
入
居
資

格
の
有
効
期
限
も
平
成
29
年
６
月

末
ま
で
で
す
。

　

一
斉
募
集
以
後
の
入
居
申
し
込

み
は
、
随
時
受
け
付
け
ま
す
。
入

居
資
格
に
は
制
限
が
あ
り
、
詳
細

は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

受
付
期
間

　

７
月
６
日
㈬
～
20
日
㈬

選
考
方
法　

書
類
審
査
の
上
、
抽

選
で
入
居
順
位
を
決
定
し
ま
す
。

対
象
団
地　

市
営
住
宅
30
団
地

抽
選
日
時　

８
月
７
日
㈰　

10
時

抽
選
場
所　

市
庁
舎
本
館
５
階

※�

抽
選
に
不
参
加
の
場
合
は
失
格
。

申
込
先

○
市
庁
舎
新
館
２
階

　

施
設
管
理
課　

住
宅
係

℡
０
８
９
７

－

５
２

－
１
５
６
１

○
各
総
合
支
所　

建
設
管
理
課

　

建
設
管
理
係

「
知
事
と
み
ん
な
の
愛え

顔が
お

で

ト
ー
ク
」
傍
聴
者
募
集

日
時　

７
月
22
日
㈮

　
　
　

14
時
30
分
～
17
時

場
所　

マ
リ
ン
パ
ー
ク
新
居
浜

（
新
居
浜
市
垣
生
）

内
容　

県
知
事
が
地
域
住
民
と
気

軽
に
意
見
交
換
を
行
う
公
開
会
議
。

定
員　

50
人
（
先
着
順
）

申
込
方
法　

７
月
19
日
㈫
ま
で
に

郵
便
・
電
話
・
フ
ァ
ク
ス
・
Ｅ
メ

ー
ル
で
住
所
・
氏
名
・
電
話
番
号

を
連
絡
し
、
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

申
込
先　

〒
７
９
３

－

０
０
４
２

　

西
条
市
喜
多
川
７
９
６

－

１

　

東
予
地
方
局　

地
域
政
策
課

℡
０
８
９
７

－

５
６

－

１
３
０
０

FAX
０
８
９
７

－

５
６

－

１
３
０
８

Eﾒｰﾙtou-seisaku@
pref.ehim

e.jp

愛
リ
バ
ー
・
サ
ポ
ー
タ
ー
制
度

河
川
清
掃
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
に
河
川
敷

の
除
草
や
清
掃
美
化
活
動
を
し
て

い
た
だ
き
、
河
川
の
美
化
に
協
力

し
て
も
ら
い
ま
す
。
県
で
は
、
ご

み
袋
の
提
供
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
保

険
の
加
入
支
援
な
ど
を
行
い
ま
す
。

問
合
せ

○
東
予
地
方
局
管
理
課

℡
０
８
９
７

－

５
６

－

１
３
０
０

○
市
庁
舎
新
館
３
階
港
湾
河
川
課

℡
０
８
９
７

－

５
２

－

１
５
４
３

下
水
道
排
水
設
備
工
事
責
任

技
術
者
試
験
・
試
験
講
習
会

●
講
習
会
（
受
講
料
４
０
０
０
円
）

日
時　

９
月
30
日
㈮

　
　
　

13
時
～
17
時

場
所　

松
山
市
役
所

●
試
験
（
手
数
料
４
０
０
０
円
）

日
時　

11
月
５
日
㈯

　
　
　

13
時
30
分
～
15
時
30
分

場
所　

松
山
大
学

●
申
込
方
法　

申
し
込
み
は
郵
送

の
み
。
詳
細
は
申
込
先
に
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
申
込
用
紙
は

７
月
下
旬
か
ら
市
庁
舎
本
館
２
階

下
水
道
業
務
課
で
配
布
し
ま
す
。

●
申
込
期
間　

８
月
８
日
㈪
～
９

月
16
日
㈮
（
消
印
有
効
）

●
申
込
先

　

〒
１
０
０

－

０
０
０
４　

東
京

都
千
代
田
区
大
手
町
２

－

６

－

２

　

東
京
都
下
水
道
サ
ー
ビ
ス
㈱

℡
０
３

－

３
２
４
１

－

０
８
１
８

自
衛
官
募
集

●
自
衛
官
候
補
生
（
通
年
募
集
）

試
験
日　

７
月
16
日
㈯
（
予
定
）

場
所　

陸
上
自
衛
隊
松
山
駐
屯
地

（
松
山
市
南
梅
本
町
）

受
験
資
格　

18
歳
以
上
27
歳
未
満

※�

平
成
29
年
３
月
に
高
等
学
校
・

中
等
教
育
学
校
卒
業
予
定
者
の

試
験
は
、
９
月
16
日
㈮
以
降

●
自
衛
隊
就
職
説
明
会

日
時　

７
月
28
日
㈭

　
　
　

18
時
～
19
時

場
所　

総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

内
容　

自
衛
隊
の
活
動
と
福
利
厚

生
、
自
衛
官
の
採
用
と
勤
務
体
系
、

自
衛
官
候
補
生
・
一
般
曹
候
補
生

等
の
募
集
内
容

●
問
合
せ

　

自
衛
隊
新
居
浜
出
張
所

℡
０
８
９
７

－

３
２

－

５
３
９
６

「土のめぐみ」夏便届けます
　西条市生活研究協議会丹原支部では、地元の野

菜や漬物、柿ようかんなど盛りだくさんに詰め込

んだ愛情小包「土のめぐみ」夏便を、今年も発送

します。

■料金　１個3,200円（送料・消費税込）

■申込期限　７月12日㈫
■発送予定　７月25日㈪
■申込先

生活研究グループ員

○松木　　TEL0898－68－6478・090－4787－3084

○目見田　TEL0898－64－0481

○田口　　TEL0898－66－2459

■郵便振替での申し込み

　次の口座に料金を振り込んでください。

　口座番号：０１６８０－０－２０７７２

　口座名義：土のめぐみ実行委員会

都市部に暮らす人たちに、
　　　　　　安心で安全なふるさとの味を！

記念花火のスポンサー募集
　西条市観光物産協会では、８月17日㈬に開催予定
の市民納涼花火大会で、「結婚祝い」「出産祝い」

「入学祝い」「金婚祝い」

など、皆さんの心に残る記

念花火を打ち上げます。

　ご家族やご友人へメッセ

ージを添えて思い出に残る

記念花火をプレゼントしま

せんか。

■特典

　○お名前とメッセージを花火のプログラムに掲載

　○当日は心のこもったメッセージを現地にて放送

　○記念花火写真にメッセージを入れてプレゼント

■金額　１口１万円　　■応募期限　７月20日㈬
■申込先　観光交流センター内

　　　　　西条市観光物産協会　TEL0897－56－2605

市民納涼花火大会
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■西条市庁舎　　TEL0897－56－5151　　■東予総合支所　TEL0898－64－2700

■丹原総合支所　TEL0898－68－7300　　■小松総合支所　TEL0898－72－2111 情報最前線



　「西条市への意見書」を利用して、まちづくりや市のいろいろな事業などに対しての

ご意見をお寄せください。

　回答を希望される場合は、必ず住所・氏名等をご記入ください。

　いただいたご意見等のうち「公開してもよい」の中から、氏名等を除いたうえ、公開

させていただくことがありますので、ご了承をお願いします。

〈裏面に封筒の作り方を掲載しています〉

該当する番号に○を

つけてください。

１．回答を希望する ２．回答を希望しない

２．公開を希望しない１．公開してもよい
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◆簡易封筒の作り方

○切り取り線に沿ってハサミ等で切り離してください。

○「谷折りの部分が内側」、「山折りの部分が外側」になるように折り曲げてください。

○のりしろ部分をのりづけして貼り付けてください。

◆以上で郵便封筒になりますので、切手を貼らずにそのまま投かんできます。

※料金受取人払の有効期限は平成29年３月31日までとなっていますので、それ以降につい

　ては切手が必要となります。

平
成
29
年
３
月
31
日
ま
で

30
5

西
条
郵
便
局

（ 広 報 広 聴 課 扱 い ）
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東 予 郷 土 館
周布427　　TEL0898－65－4797

●河上哲太～書と短歌作品展～

　当市出身の政治家・河上哲太（1881－1952年）の人生

を紹介するとともに、書と短歌の作品を展示します。

期間　７月31日㈰まで
●菓子木型展

　細部にまでこだわって彫り込まれた木型を展示。

期間　８月28日㈰まで
●カブトガニ探検隊　干潟を観察しよう

　カブトガニの幼生を探しながら

干潟の生物や自然環境を学習。

日時　７月31日㈰　13時30分開始
　　　※雨天中止（小雨決行）

場所　河原津海岸

●夏休み短期水泳教室　参加者募集

日時　１期：７月27日㈬～30日㈯　９時～10時
　　　２期：８月24日㈬～27日㈯　９時～10時
対象　小学生　　定員　各30人（先着順）

参加費　3,500円（両期受講者は6,500円）　

申込期間　７月１日㈮～20日㈬
●市内小・中学生無料開放日

日時　７月２日㈯・９日㈯　10時～12時

丹原Ｂ＆Ｇ海洋センター
丹原町志川甲12－1　　TEL0898－75－3933

●栗田孝一ほか絵画展

　色とリズムを楽しんで、ホッとしてみませんか。

期間　７月３日㈰～17日㈰
●栗田孝一氏による作品説明会・トークショー

日時　７月10日㈰　10時～12時
※栗田氏は７月９日㈯午後も来館します。
●八重美教室作品展

　押し花、ネイチャープリント（アクセサリー・小物）、

グラスアートなどを展示。無料体験・実演も実施します。

展示期間　７月23日㈯～８月４日㈭ 
○押し花体験：７月30日㈯　10時～15時
○ネイチャープリント体験・実演：７月31日㈰　10時～15時

佐伯記念館・郷土資料館
丹原町池田1711－1　　TEL0898－68－4610

生 涯 学 習 の 館
天神１－205　　TEL0897－53－8686

●洗心書道会大町支部書道展

　創作の家の学習グループによる作品展。

期間　７月１日㈮～13日㈬　※最終日は17時まで
●東予洋画教室作品展

期間　７月15日㈮～31日㈰　※最終日は13時まで
●絵画教室　水彩画（用具は各自持参）

日時　７月１日㈮・15日㈮　19時～21時
●中高年ピアノ教室

日時　７月６日㈬・13日㈬　13時30分～15時30分
対象　40歳以上の初心者　※教材自己負担

小松温芳図書館・郷土資料室
小松町新屋敷甲3007－1　　TEL0898－72－5634

●特別展「第14回　新収蔵資料展」

　昨年度に寄贈・寄託された文物をお披露目展示中。

　漢詩七行書（右写真）は、諸大

名随一の書名手と呼ばれた小松三

代藩主・一柳直卿公の掛け軸で、

新しく発見された貴重なものです。

期間　７月24日㈰まで

【開館時間】９時～17時30分 　

【７月休館日】水曜日、19日㈫、31日㈰

【開館時間】９時～18時　

【７月休館日】月曜日（18日開館）、19日㈫、20日㈬

【開館時間】８時30分～17時　

【７月休館日】月曜日（18日開館）、19日㈫、20日㈬

【開館時間】９時～22時　

【７月休館日】月曜日（18日開館）、19日㈫、20日㈬

●宮武つねみ・今井孝子・合田敏子　俳画三人展

　身近に見る花・野菜・動物などを写生し、

俳句は付かず離れず、どこかでつながる句

を詠んでいます。

期間　７月２日㈯～28日㈭
場所　椿交流館内・まちづくり展示コーナー

【開 館 時 間】オアシス館：９時～18時
　　　　　　　椿 交 流 館：10時～22時（札止め21時30分）
【７月休館日】オアシス館：無休　　
　　　　　　　椿 交 流 館：水曜日

石鎚山ハイウェイオアシス館
椿交流館（椿温泉こまつ）

小松町新屋敷乙22－29
オアシス：TEL0898－76－3111　椿交流館：0898－76－3511

【開館時間】10時～21時

【７月休館日】月曜日（18日開館）、19日㈫
　※７月21日㈭・22日㈮は「小学校水泳記録会」開催のため、
　 一般開放は16時からとさせていただきます。

　今年も丹原商店街が色とりどりの

七夕で飾られます。楽しい催しを計

画中です。詳細は、広報８月号で！

開催日　８月５日㈮～７日㈰
問合せ　丹原総合支所　総務課内

　実行委事務局　TEL0898－68－7300

開催決定！ 第36回 丹原七夕夏まつり
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▼ プラネタリウム情報 ▼

それいけ！アンパンマン

～星の色と空の色～
ほし　　いろ　　そら　　いろ

こ ど も の 国
明屋敷131－2　　TEL0897－56－8115

投影開始時間（10分前にはお越しください。約30分投影）

　○火～金曜日：13時30分、15時

　○土・日曜日・祝日：11時、14時、15時　

観覧料　50～200円（幼児、65歳以上の方は無料）

※７月・８月の無料投影はありません。

Ⓒやなせたかし／フレーベル館・ＴＭＳ・ＮＴＶ

【２階展示ホールのリニューアルが７月中旬完成予定】

　展示替え後のホールでは、６つのコーナーで石鎚山な

ど市内の自然を紹介します。ご期待ください。

五 百 亀 記 念 館
明屋敷238－2　　TEL0897－53－1008

い お き

●あなたが選ぶ五百亀作品展

　人気投票で選ばれた上位８体の

五百亀作品を展示しています。

期間　９月25日㈰まで
●思い出のアルバム№２　～フォトアクアによる～

期間　７月１日㈮～９日㈯
　　　※初日は13時開始、最終日は16時まで

●第５回絵華展　～アトリエ絵華源によるグループ展～

期間　７月10日㈰～18日㈪
　　　※初日は13時開始、最終日は16時まで

【四国鉄道文化館　北館】

●姉妹館出張講座「新津鉄道資料館と鉄道の街にいつ」

　鉄道の街として栄えた新潟

市新津の鉄道文化と、その魅

力を紹介してくれます。

日時　７月31日㈰　13時開演
講師　新津鉄道資料館

　　　学芸員　岩野邦康氏

●紙芝居「十河信二伝」上演（協力：つくしんぼの会）

日時　７月10日㈰　14時上演
【四国鉄道文化館　南館】

●七夕イベント「短冊に願いを書こう」

期間　７月２日㈯～10日㈰
●ペーパークラフト体験教室　　土曜日　14時～15時

鉄道歴史パークinＳＡＩＪＯ
大町798－1　　TEL0897－47－3575

【開館時間】９時～18時　　※観光交流センターは無休

【７月休館日】水曜日（20日・27日開館）　　

【開館時間】９時～19時　

【７月休館日】月曜日（18日開館）、19日㈫、20日㈬

【開館時間】９時～17時　

【７月休館日】月曜日（18日開館）、19日㈫、20日㈬

【開館時間】９時～17時　

【７月休館日】月曜日（18日開館）、19日㈫、20日㈬

●シュガー（習画）水彩画展

　久保克文氏の指導の下、大町公民館の

サークル活動で、季節の草花を楽しく描

いた作品を展示します。

期間　７月12日㈫～８月９日㈫
●考古学講座「西条の旧石器から縄文時代」

　四国縦貫自動車道建設時に発見された石器を中心に、

旧石器から縄文時代の西条の様相を説明します。

日時　７月10日㈰　13時～15時　※要申込・定員制
講師　沖野　実氏　　協力　県埋蔵文化財センター

●火おこし体験　　土・日曜日　10時～15時　※要申込

考 古 歴 史 館
福武乙27－6　　TEL0897－55－0419

愛 媛 民 芸 館
明屋敷238－8　　TEL0897－56－2110

●石工と妹尾紀子織布展示　

　李朝の石工品、元国展染織工芸準会員の妹尾紀子氏が

国展に出品した織布などを多数展示します。

期間　７月上旬～９月末

●天の川工房展　～心地よいヘンプ(麻）の服と小物～

　やさしい色合いで、オリジナルの縞柄と無地を組み合

わせた草木染め・手織りの麻製品を展示即売します。

期間　７月２日㈯～10日㈰　※最終日は15時まで
●ワークショップ　天の川工房の板織り・腰機の体験

日時　７月２日㈯　13時～16時
○板織り：先着５人

　体験料：5,000円（キット代等込）

○腰　機：先着３人

　体験料：7,000円（キット代等込）

●「はさみで切り抜いた天正の陣のさしえ展」その１

　切り絵作家・塩崎剛さんがはさみで

切り抜いた歴史小説の挿絵の原画展。

　67話で完結した天正の陣の挿絵を、

１話からシリーズでお届けします。

期間　７月２日㈯～28日㈭　※最終日は15時まで

西 条 郷 土 博 物 館
明屋敷237－1　　TEL・FAX0897－56－3199

【開館時間】９時～16時30分

【７月休館日】月曜日（18日開館）、19日㈫、20日㈬

【開館時間】８時30分～17時

【７月休館日】月曜日（18日開館）、19日㈫、20日㈬

板織り

腰機

▲新津鉄道資料館の200系とＣ57
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西条図書館：大町1590　TEL0897－56－2668

東予図書館：周布427　 TEL0898－65－4797

丹原図書館：丹原町池田1733－1（丹原総合支所３階）　TEL0898－68－8711

小松温芳図書館：小松町新屋敷甲3007－1　TEL0898－72－5634

●１日・15日・29日（金曜日）

飯岡西原集会所　　　10：00～10：20

飯岡戻川集会所　　　10：30～11：00

禎瑞小学校　　　　　13：00～13：30

田滝小学校　　　　　14：10～14：40

徳田公民館　　　　　15：00～15：30

●８日・22日（金曜日）

千野々バス停前　　　10：00～10：30

氷見公民館　　　　　10：50～11：20

玉津小学校　　　　　13：00～13：30

●２日・16日・30日（土曜日）

兎之山集会所　　　　10：00～10：20

舟形バス停横　　　　10：30～11：00

伊曽乃神社鳥居前　　11：10～11：40

大郷集会所　　　　　13：10～13：40

志川集会所　　　　　14：00～14：20

中川公民館　　　　　14：30～15：00

●９日・23日（土曜日）

楠河公民館　　　　　10：00～10：40

庄内小学校　　　　　11：00～11：30

東予北地域交流センター

　　　　　　　　　　11：40～12：00

多賀小学校　　　　　13：10～13：40

周布小学校　　　　　13：50～14：20

吉井公民館　　　　　14：30～15：00

【開館時間】

　西条図書館：９時～22時

　東予図書館・丹原図書館・小松温芳図書館：９時～19時

【７月休館日】

　西条図書館：31日㈰
　東予図書館：月曜日（18日開館）、19日㈫、20日㈬、31日㈰
　丹原図書館：金曜日、19日㈫、31日㈰
　小松温芳図書館：水曜日、19日㈫、31日㈰

西条図書館

○ぴょんぴょんお話会

　７月９日㈯　15時～15時30分　　　対象：幼児・小学生
○ぴよぴよお話会

　７月20日㈬　10時～、10時30分～　対象：乳幼児
東予図書館

○ころころどんぐりお話会

　７月27日㈬　10時30分～　　対象：乳幼児以上
丹原図書館

○ばらっこおはなし会

　７月９日㈯　14時～15時　　対象：幼児以上
○たんたんおはなし会

　７月28日㈭　10時30分～11時　　対象：乳幼児
小松温芳図書館

○おはなし会

　７月23日㈯　10時30分～　　対象：乳幼児以上
※その他の講座は各館配布の「図書館だより」をご覧ください。

●４日・18日（月曜日）

市民の森入口分岐点　 9：40～10：10

グリーンハイツグラウンド

　　　　　　　　　　10：20～10：50

壬生川小学校　　　　13：00～13：30

庄内公民館　　　　　13：50～14：20

ＪＡ周桑吉岡支所前　14：30～14：50

●５日・19日（火曜日）

大谷西　　　　　　　10：00～10：30

西福寺入口　　　　　10：40～11：10

橘小学校　　　　　　13：00～13：30

桜樹公民館　　　　　14：20～14：50

田野公民館　　　　　15：10～15：30

●12日・26日（火曜日）

船屋集会所　　　　　10：00～10：40

玉津団地集会所　　　10：50～11：20

西条小学校　　　　　13：00～13：30

神戸公民館　　　　　13：50～14：00

●６日・20日（水曜日）

ファミリーハイツ北公園

　　　　　　　　　　10：00～10：30

オレンジハイツグラウンド

　　　　　　　　　　10：40～11：10

神戸小学校　　　　　13：00～13：30

●13日・27日（水曜日）

橘公民館　　　　　　10：00～10：30

グループホームまなべ駐車場

　　　　　　　　　　10：40～11：10

飯岡小学校　　　　　13：00～13：30

生涯学習の館　　　　13：50～14：20

▼ ７月のおはなし会 ▼ ▼移動図書館車「カワセミ号」７月の巡回コース▼

●児童館まつり　　７月２日㈯　10時～12時
　のみの市、バザー、ゲーム、駄菓子屋さんなど、楽しい

催しがいっぱいです。（前売券が必要な催しあり）

●水遊び　　７月６日～15日の水・木・金曜日

　対象：幼児親子　　※水着、水遊び用かみパンツが必要

●えいごであそぼう！（要申込）

　７月16日㈯　10時30分～11時30分　　定員：小学生15人
●ゲーム遊び

　７月16日㈯　14時～15時30分　　定員：小学生15人

●夏まつり　　７月２日㈯　10時30分～13時
　お楽しみシールラリー、スーパーボール、ヨーヨー、の

みの市など催しがいっぱい！（前売券が必要な催しあり）

●土曜エプロン教室「アレンジそうめんレシピ」（要申込）

　７月30日㈯　10時～12時
　定員：小学生10人　※エプロンクラブ員は申込不要

西条児童館 大町456－1　TEL0897－56－2511

丹原児童館 丹原町池田1802－3　TEL0898－68－6960

【開館時間】８時30分～17時　　※幼児は、必ず保護者同伴でお越しください。

【７月休館日】月曜日、19日㈫

●のびのびタイム

　７月２日～16日の土曜日　13時30分～14時30分

　２日：七夕の笹飾り作り　　９・16日：しゃぼん玉遊び

●こども夏祭り　　７月24日㈰　10時～13時
　みきゃんが10時～10時30分に来館！　バザー、おたから

市、スタンプラリーなども開催（前売券が必要な催しあり）

●リトミック（要申込）　７月27日㈬　11時～11時45分
　対象：２歳児～未就学児の親子　　定員：10組

●親子ふれあいバス遠足（要申込・定員20人）

　７月29日㈮　９時～16時30分　対象：３歳児～小学生親子
　場所：四国中央市消防防災センター、紙のまち資料館

●プールあそび　　７月22日㈮・29日㈮　10時30分～11時

氷見西新開59　TEL0897－57－6061西条西部児童館

●茶道クラブ

　７月９日㈯　10時～12時　　対象：幼児・小学生
●カレー作り（要申込）

　７月21日㈭　10時～12時　　対象：幼児・小学生
●リズム教室　　７月23日㈯　10時30分～11時30分
　対象：幼児～小学３年生

●子ども映画会「ペンギンズFROMマダガスカル ザ・ムービー」

　７月27日㈬　10時～11時30分　　対象：幼児・小学生

広岡甲92－2　TEL0898－66－5342東予西児童館

６月から巡回曜日・時間を６月から巡回曜日・時間を

変更しているコースがあります。

ご注意ください。
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５／15　濃霧の中ゴールを目指して

競技力のステップアップを～次世代育成支援スポーツ事業～

５／29　心のこもった手作り品が集結 「屋台おもてなし」部門でグランプリ！

　観光交流センター前広場で、女性による手作り市

「ナチュラルマーケット」を開催。パンや焼き菓子、

小物雑貨をはじめ、自慢の手作り品の数々が紹介・販

売されました。イベントに併せてミニＳＬ乗車会「芝

くるり」も開催され、多くの人でにぎわいました。

　「千の風」などで当市とゆかりの深い新潟市で５月

28・29日に開催された「居酒屋大サーカス」には、全

47都道府県から居酒屋が集結し約９万人が来場。愛媛

県ブースは当市のかご屋・笠原代表を中心に運営され

屋台おもてなし部門で見事全国１位となりました。

　当市と災害時応援協定を締結しているフジグラン西

条で「安全・安心キャンペーン」を開催。警察・消防

車両などの展示や、愛媛県総合科学博物館によるサイ

エンスショーのほか、「ふるさとマルシェ」も同時開

催され、大勢の家族連れなどでにぎわいました。

　久万高原町、高知県いの町と連携して「石鎚山系元

気ウォーキング大会」を開催。当日は悪天候の中での

開催となりましたが、市内外から約600人が参加。参

加者は約10キロメートルの道のりを歩き、ゴール後は

いの町特産のキジ汁で疲れた体を癒やしました。

５／22　安全・安心の大切さを知る

　市では次世代を担う子どもたちを対象に、トップアスリートによる教室を開催しています。５月１日には木村あ

い先生を迎えてハンドボール教室が、29日には徳永潤一先生による山岳競技教室が開催されました。次世代を担う

子どもたちが参加し、ハンドボール、山岳競技ともに競技力の向上が図られました。
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５／29　五百亀の思いにふれる ５／21・22　芸術に親しんだ２日間

　市内各所に設置されている伊藤五百亀の作品が、永

く市民に親しまれ、後世へ引き継がれていくための試

みとして、市内高校生と五百亀記念館職員らで清掃活

動を実施。直接彫刻に触れることで作品に興味・関心

を持つとともに、作品や五百亀の思いを学びました。

　第45回目となる西条地域春季市民芸術文化祭が総合

文化会館で開催されました。芸能祭にはおよそ250人

が出演、美術展にはおよそ200点の出展があり、日ご

ろの研さんの成果を披露し、訪れた人たちを楽しませ

ていました。

５／27　「千の風物語」第３章　キックオフ・ミーティング

　総合文化会館で開催したこのイベントには約700人が訪れ、合唱や演劇、座談会、新井満さんのステージなど多

彩なプログラムで、「千の風」手紙募集事業をＰＲしました。イベント前には「千の風」事業で縁ができた新井さ

んに、西条を象徴する「石鎚山」をテーマとした歌の制作を依頼するため、約5,000人分の署名と市内小・中学生

が書いたアンケートを、市民団体「千の風になって」のまちづくり実行委員会と市が手渡しました。

西条北中合唱部によるオープニング合唱西条北中合唱部によるオープニング合唱 新井満さんとアンドレともさんを交えた座談会新井満さんとアンドレともさんを交えた座談会

新井満さんのステージ新井満さんのステージ
西条南中美術部制作の
手紙のイラスト展示

西条南中美術部制作の
手紙のイラスト展示 演劇での作品紹介演劇での作品紹介

新井満さんに署名とアンケートを手渡し新井満さんに署名とアンケートを手渡し 秋川暢宏さんの指揮で全体合唱秋川暢宏さんの指揮で全体合唱
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　お子さんの写真・氏名（ふりがな）・性別・生年月日、住所、
保護者の氏名、電話番号、 字以内のコメントを添えて、誕生月の
前月１日必着（当日消印無効）で担当課へ郵送・提出してください。
　掲載・非掲載に関わらず、写真は返却できません。応募が多い場合は
初めての方を優先した上で、抽選します。
※１日が土・日・祝日の場合は、本庁のみ宿直に受付ボックスを準備しています。
※コメントは 字を超えると文字が小さくなり、読み取りにくくなります。
◎応募先　〒 － 　明屋敷 　西条市役所　広報広聴課　広報係　 － －

誕生日を迎える３歳以下の子どもの写真募集
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俳
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や
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薫
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よ
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信
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刈
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ら
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ゆ
く　
　
　
　
　
　
　
　
　

塩
見
眞
由
美
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近
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り
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か
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故ふ
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と郷
の
端た
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遠
く
な
り

て
思
は
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三
好
清
信

白し
ら
さ
ぎ鷺
が
横
断
歩
道
を
さ
っ
そ
う
と
信
号
青
と
知
っ
て

か
知
ら
ず
か　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

加
藤
千
賀
子

少
年
期
に
よ
く
泳
ぎ
た
る
高
田
池　

今
も
変
わ
ら
ず

清し
み
ず
ま
ん
ま
ん

水
満
満　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

松
木
尚
成

嫁よ
め
ま
ご孫
に
揃
い
の
生
地
の
お
で
ん
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を
仕
立
て
て
冬
を

待
つ
吾わ
れ

は
喜
寿　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

佐
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作
品
は
、
読
み
や
す
い
書
体
で
作
成
し
、
俳
句
・

川
柳
・
短
歌
の
別
を
書
き
、
漢
字
に
は
ふ
り
が
な
を

振
り
、
住
所
・
氏
名
・
電
話
番
号
を
明
記
し
、
毎
月

１
日
ま
で
に
郵
送
ま
た
は
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

応
募
先

　

〒
７
９
３

－

８
６
０
１　

明
屋
敷
１
６
４

　

西
条
市
役
所　

広
報
広
聴
課　

広
報
係

　

℡
０
８
９
７

－

５
２

－

１
２
０
４
（
直
通
）

■
俳
句
・
川
柳
・
短
歌　

作
品
募
集

■問合せ

　市庁舎新館２階　観光物産課

　物産・ブランド推進係

　TEL0897－52－1380

夏を代表する高級魚の１つ

ハモ

ふるさと産品通信

　ハモといえば、京料理を連想する方も多いと思いま

す。関西では古くから夏の味覚として珍重され、京都

の祇園祭、大阪の天神祭などには欠かせない食材と

なっています。

　ハモはウナギやアナゴに近い仲間で、うろこが無く

大きな口と鋭い歯が特徴です。比較的暖かい地域の、

水深の浅い砂泥地を好んで生息しています。西条では

遠浅の燧灘一帯に分布し、６月から９月ごろにかけて

底引き網漁で漁獲されています。

　ハモは骨が多く、おいしくいただくためには、下処

理として細かく小骨を切る「骨切り」を行わなければ

ならず、家庭で食べられることの少ない魚でしたが、

近年は骨切りをした商品も販売され、身近な魚となり

つつあります。旬の時期には市内の飲食店でも出され

るほか、高級かまぼこの材料にも使われています。

　この地元産ハモが京都の市場から高く評価されたこ

ともあり、壬生川漁業協同組合では、６月から「雅

（みやび）瀬のハモ」の名で、京都市中央卸売市場に

本格的に定期出荷を開始しており、今後新たなブラン

ド化が大きく期待されています。

　皆さんもぜひご賞味ください。
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平
成
17
年
４
月
に
「
発
達
障
害

者
支
援
法
」
が
施
行
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
気
づ
き
や
対
応
が
遅
れ

が
ち
だ
っ
た
自
閉
症
・
ア
ス
ペ
ル

ガ
ー
症
候
群
・
Ｌ
Ｄ（
学
習
障
が
い
）

・
Ａ
Ｄ
Ｈ
Ｄ
（
注
意
欠
陥
多
動
性

障
が
い
）
な
ど
の
発
達
障
が
い
に

つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
特
性
に
応

じ
た
支
援
を
国
・
公
共
団
体
お
よ

び
国
民
の
責
務
と
し
て
行
う
た
め

の
法
律
で
す
。

　
「
が
ん
ば
っ
て
い
る
の
に
、
う

ま
く
い
か
な
い
」「
職
場
の
人
た

ち
に
理
解
し
て
も
ら
え
な
い
」

「
友
達
と
う
ま
く
遊
べ
な
い
」

「
大
事
な
こ
と
を
し
ょ
っ
ち
ゅ
う

忘
れ
て
し
ま
う
」
…
こ
の
よ
う
に

発
達
障
が
い
の
あ
る
人
た
ち
は
、

そ
の
障
が
い
の
特
性
か
ら
、
社
会

性
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
や
学

習
と
い
っ
た
生
活
面
に
つ
い
て
、

さ
ま
ざ
ま
な
困
難
を
抱
え
て
い
ま

す
。
障
が
い
に
気
づ
い
て
も
適
切

な
支
援
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
な

い
た
め
に
、
失
敗
な
ど
の
経
験
を

繰
り
返
し
、
そ
の
結
果
、
自
尊
感

情
の
低
下
に
も
つ
な
が
っ
て
い
き

ま
す
。

　　

大
切
な
こ
と
は
、
そ
の
人
に
目

を
向
け
る
こ
と
で
す
。
そ
の
人
に

合
っ
た
支
援
が
あ
れ
ば
、
誰
も
が

自
分
ら
し
く
生
き
て
い
け
ま
す
。

そ
う
い
う
社
会
こ
そ
、
誰
も
が
望

む
社
会
だ
と
思
い
ま
す
。

　　

平
成
19
年
に
開
催
さ
れ
た
国
連

総
会
で
、
毎
年
４
月
２
日
を
「
世

界
自
閉
症
啓
発
デ
ー
」
と
す
る
こ

と
が
決
め
ら
れ
ま
し
た
。
具
体
的

に
は
、
４
月
2
日
か
ら
８
日
を
発

達
障
が
い
啓
発
週
間
と
し
、
啓
発

を
行
っ
て
い
ま
す
。
自
閉
症
を
は

じ
め
と
す
る
発
達
障
が
い
に
つ
い

て
広
く
知
っ
て
も
ら
う
こ
と
で
、

発
達
障
が
い
の
あ
る
人
た
ち
だ
け

で
な
く
、
誰
も
が
幸
せ
に
暮
ら
せ

る
社
会
づ
く
り
に
つ
な
が
る
と
考

え
ま
す
。

「
私
も
、
発
達
障
が
い
で
す
。
発

達
障
が
い
の
こ
と
が
、
も
っ
と
た

く
さ
ん
の
人
に
理
解
や
周
知
さ
れ

る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。
そ
し

て
、
発
達
障
が
い
の
人
が
、
も
っ

と
暮
ら
し
や
す
い
、
生
き
や
す
い
、

安
心
し
、
個
性
を
生
か
せ
る
世
の

中
に
な
る
こ
と
を
の
ぞ
ん
で
い
ま

す
」

（
「
世
界
自
閉
症
啓
発
デ
ー
」

　

応
援
メ
ッ
セ
ー
ジ
投
稿
よ
り
）

　

誰
も
が
「
生
ま
れ
て
き
て
よ
か

っ
た
」
と
思
え
る
社
会
に
し
て
い

き
た
い
で
す
ね
。

人権・同和教育シリーズ　№120
発達障害者支援法

西条市教育委員会
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川の事故をなくすために！―尊い命を大切に―

■河川監視カメラ

　市内７カ所に河川監視カメラを設置しました。スマートフォ

ン向けアプリ「防災情報さいじょう」でリアルタ

イムの映像を見ることができます。平時から河川

の状況をチェックしておきましょう！

淵

淵

中州

ふち

平瀬

早瀬

流れがぶつかる
大きな岩や壁

注意!

水面下の岩が
えぐれ、川底に
引き込む流れが
発生することも

こういった場所で遊んでいる人を見
かけたら、一声かけるようにしましょう

川に関する看板
があれば確認

平瀬から早瀬にかけて、急
に流れが速くなる　　※川
幅の狭い所は流れが速い

増水すると中州
に取り残され、退
路を断たれる

川ではここに注意!遊ぶ前に必ず確認

岸の窪んだ部分などでは反転流が
起き、反対の岸に帰ろうとしても押
し戻されることがある＝「エディ」

淵は急に深
くなっている
ことが多い

市内でも過去に、淵や平瀬で溺れたり、中州に取り残され

るといった水難事故が発生しています。川で遊ぶ前には、危

険な場所がないか必ずチェックしましょう。

　天気が良く水量が少ない時でも、山の上で降った雨により

突然の増水が起こることもあります。雨量情報などの確認方

法は、広報紙６月号４ページをご覧ください。

防災情報さいじょう 検索

○河原や水辺で遊ぶときは、天候や川の流れに注意して楽しく安全に遊びましょう。

○異変を感じたら、すぐに川から上がり、近づかないようにしましょう。

■水位観測システム

　石鎚ふれあいの里上流の細野バス停留所付近（加

茂川）に、水位観測シス

テムを設置。河川の水量

が警戒警報レベルに達す

ると、スピーカーと赤色

灯で注意喚起します。

川に行くときの服装

【推奨】ヘルメット

水抜きがあり、つばのない川

専用のもの

ライフジャケット

必ず着用。体に合ったサイズ

を選び、ファスナー・ベルト

・股下ストラップなどをしっ

かり締める

水着やラッシュガード

速乾性がある素材のものを

ウォーターシューズか運動靴

かかとを固定でき、水中で脱

げないものを



■行政相談
○７月５日㈫・８月２日㈫　10時～12時
　東予総合支所１階第１会議室

　問合せ：東予総合支所総務課

○７月12日㈫　13時～15時　神戸公民館
　問合せ：市庁舎新館１階広報広聴課　TEL0897－52－1243

○７月12日㈫　９時～12時　丹原福祉センター
　７月26日㈫　９時～12時　桜樹公民館
　問合せ：丹原総合支所総務課

○７月15日㈮　13時～15時　小松農村環境改善センター
　問合せ：小松総合支所総務課

■人権相談
○７月21日㈭　13時～17時　神戸公民館
　問合せ：市庁舎新館１階広報広聴課　TEL0897－52－1243

○月～金曜日　８時30分～17時15分　松山地方法務局西条支局

　問合せ：松山地方法務局西条支局　TEL0570－003－110

■法律相談　事前予約制（受付７月１日㈮～、先着15人）
※弁護士が解決の糸口となる助言を行います。相談時間は、１人

　15分間ですので、相談内容を整理しておいてください。

○７月13日㈬・27日㈬　13時～17時
　市庁舎新館１階広報広聴課

　問合せ：市庁舎新館１階広報広聴課　TEL0897－52－1243

○７月20日㈬　13時～17時　東予総合支所１階面接室
　問合せ：東予総合支所総務課

■消費生活相談
　月～金曜日　８時30分～17時15分

　市庁舎新館１階消費生活センター　TEL0897－52－1495

■司法書士法律無料相談（相続、遺言、多重債務相談を含む）
　７月６日㈬　10時～12時（受付11時15分まで）　丹原公民館
　問合せ：愛媛県司法書士会（池田）　TEL0898－68－3373

■不動産無料相談
　７月８日㈮　13時～15時
　西条宅建協会　TEL0897－55－0988

　主催：西条宅建協会（明屋敷57－11　兵庫ビル２階）

■無料不動産相談
　７月11日㈪　13時～15時
　西条商工会議所東予支所　TEL0898－64－5000

　主催：宅建協会周桑支部、西条商工会議所

■お酒の悩み相談
　７月27日㈬　18時～19時　総合福祉センター３階会議室１
　問合せ：西条断酒会（辻本）　TEL0897－55－8030

■青少年電話相談
◆ヤングテレホン　　月～金曜日　８時30分～17時

　TEL0897－52－2828（青少年育成センター）

◆いじめ相談ダイヤル24　　毎日24時間受付

　TEL0570－0－78310（ＰＨＳ・ＩＰ電話はTEL089－960－8522）

■子育て相談
◆カウンセラーによる教育・発達・医療など「専門的相談」

　○日曜日・祝日　10時～15時

　　総合福祉センター内　　　ひだまり　TEL0897－55－1018

　○７月16日㈯　10時～12時
　　中川さくら保育園内　　さくらんぼ　TEL0898－73－2141

◆地域子育て支援センター「平日の子育て相談」

　○総合福祉センター内　　　ひだまり　TEL0897－55－1018

　○飯岡保育園内　　おさなごゆめの城　TEL0897－55－2311

　○東予南保育所内　　らっこ・はうす　TEL0898－64－3112

　○小松東保育所内　　たんぽぽくらぶ　TEL0898－72－2538

　○中川さくら保育園内　　さくらんぼ　TEL0898－73－2141

　○紺屋町フロム２階　元気にこにこ堂　TEL090－7624－9420

■女性児童各種相談　受付：８時30分～17時15分
◆家庭児童相談　　　　　月～金曜日　市庁舎子育て支援課

　　　　　　　　　　　　　　〃　　　東予総合支所市民福祉課

◆ＤＶ・婦人相談　　　　月～金曜日　市庁舎子育て支援課

　　　　　　　　　　　　毎週水曜日　東予総合支所市民福祉課

◆母子父子寡婦自立相談　火・水・金曜日　市庁舎子育て支援課

　　　　　　　　　　　　月・木曜日　東予総合支所市民福祉課

　問合せ：市庁舎本館１階　子育て支援課　TEL0897－52－1373

　　　　　東予総合支所　市民福祉課　　　TEL0898－64－6767

■心配ごと相談　　主催：西条市社会福祉協議会（社協）
○総合福祉センター　社協西条支所　TEL0897－53－0880

　月～金曜日　13時～16時

○東予総合福祉センター　社協本所　TEL0898－64－2600

　金曜日　９時～12時

○丹原福祉センター　社協丹原支所　TEL0898－76－2433

　第２・４火曜日　９時～12時

○小松地域福祉センター　社協小松支所　TEL0898－72－6363

　第２・４水曜日　13時～16時

■認知症（もの忘れ）相談　予約制（定員：先着２人）
　７月28日㈭　９時～11時30分　東予総合福祉センター
　問合せ：地域包括支援センター　TEL0897－52－1412

■補聴器相談会
　７月20日㈬　10時～15時　市庁舎新館１階相談室３
　　　　　　　　　　　　　東予総合支所１階第１会議室

　問合せ：市庁舎本館１階社会福祉課　TEL0897－52－1214

■精神障がい者の家族相談会
　７月21日㈭　13時30分～15時30分
　総合福祉センター２階社会活動団体室

　問合せ：さくら家族会（さくらんぼハウス内）TEL0897－53－1803

■若者就労支援出張相談会
　７月５日㈫・12日㈫・26日㈫　13時～17時
　ハローワーク西条

　問合せ：東予若者サポートステーション　TEL0897－32－2181

定期無料相談
＜代表電話＞　○西条市庁舎：0897－56－5151　○東予総合支所：0898－64－2700

　　　　　　　○丹原総合支所：0898－68－7300　○小松総合支所：0898－72－2111

＜注意事項＞　定期相談の実施日は、原則「祝日・年末年始」を除きます。

日程・場所　７月29日㈮　総合文化会館２階研修室
　　　　　　８月２日㈫　中央公民館
時　　　間　10時～15時　

相 談 内 容　不動産表示登記・境界、不動産の相続・売買、

　　　　　　会社の登記、訴訟手続き、公正証書の作成な

　　　　　　どに関する無料相談

問　合　せ　愛媛県土地家屋調査士会　TEL089－943－6769

　　　　　　愛媛県司法書士会　TEL089－941－8065

登記法律相談・公正証書相談会

　次の方々からまごころ銀行にご厚志をいただきました。

心からお礼申し上げます。（順不同　敬称略）

■問合せ　社会福祉協議会　TEL0898－64－2600

■個人　○故 丹 𠮷郎（楢木）　○故 木内槌雄（吉田）
　　　　○砂田宏司（三津屋南）　○片倉久世（壬生川）

　　　　○直野克美（三芳）　○故 高山 司（丹原町高松）

■各種団体　○大町リメイクさざんか

　　　　　　○喜多台藤まつりカラオケ歌謡祭
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ゲートキーパー養成講座　参加者募集！

　平成27年中、全国の自殺者数は24,025人でした。西条市では、交通事故で亡くなった方が７人に対し、

19人の方が自ら命を絶っています。

かけがえのない

命を守ろう

Ａ.

Ｑ. ゲートキーパーとは？

次の３つのことを行う人のことです。

○家族や仲間の変化に早めに気づき、

　声をかける（気づき）

○本人の気持ちを尊重し、耳を傾ける

　（傾聴）

○専門家に相談するよう促す（つなぎ）

　ゲートキーパーには【命の門番】と

いう意味合いがあります。

　周囲の人々がゲートキーパーとして

活動することで、悩みを抱える人を支

援できます。

　本講座では、講義や実技を通して「気づき」「傾聴」「つなぎ」の手法や、自殺の現状・原因を学ぶこ

とができます。

　身近な人や大切な人のかけがえのない命を守るために、みんなで支え合い、地域ぐるみでつながりあう

西条市を目指して開催します。ぜひご参加ください。

小松保健センター

東予保健センター

開催場所

８月８日㈪

８月31日㈬

２回目 申込期限

７月６日㈬

７月28日㈭

１回目

６月30日㈭

７月22日㈮

中央保健センター

丹原保健センター

９月26日㈪

10月21日㈮

８月29日㈪

９月30日㈮

８月22日㈪

９月23日㈮

■内容

　○１回目「ゲートキーパーの役割を知ろう」：こころ塾講師による講義

　○２回目「ゲートキーパーを体験しよう」：傾聴体験

　※１・２回目ともにＤＶＤ視聴・グループワークあり

■対象　２回とも参加できる方　　　　　　　　　　■募集人数　各開催場所20人（先着順）

■時間　13時30分～15時30分　　　　　　　　　　　■申込先　各保健センター
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■赤ちゃん健康情報

◆ぽかぽか広場

　妊娠・出産・育児などの相談や情報交換が

行えます。相談には、助産師・保育士・保健

師・栄養士などの専門スタッフが応じ、問題

解決に向けて一緒に考えます。

※２週間以内に感染症にかかった方、接触された方、

　治って間もない方の来場は、ご遠慮ください。

日時：火曜日（祝日除く）

　　　10時～15時（助産師相談は12時まで）

　　　※受付は14時30分まで

場所・問合せ：中央保健センター

◆チェリーくらぶ

　子どもの遊び場や、保護者が気軽におしゃ

べりのできる空間を提供しています。

日時：月・木曜日（祝日除く）９時～16時

場所・問合せ：小松保健センター

■成人向け「健康栄養相談」※要予約

受付時間：13時30分～16時

中央保健センター：７月11日㈪・８月８日㈪

東予保健センター：７月４日㈪・８月１日㈪

丹原保健センター：７月19日㈫・８月22日㈪

小松保健センター：７月25日㈪・８月29日㈪

■こころの相談　※要予約

　生活上の問題、治療、社会復帰など、心の

健康相談に医師・保健師が応じます。

日時：７月７日㈭　13時30分～15時30分

場所・申込先：中央保健センター

■西条保健所情報

◆エイズ血液検査・相談（匿名・無料）

　月曜日（祝日除く）10時～11時

◆骨髄バンク登録（要予約）

　月曜日（祝日除く）９時～15時

◆難病医療相談（要予約）

　７月26日㈫　13時30分～15時30分

問合せ：西条保健所　TEL0897－56－1300

グループ名　なでしこグループ

活動場所　　東予保健センター

活動日　　　毎週木曜日

コメント　　保健センターの運

　　　　　　動教室を卒業後、

　　　　　　自主グループを立

　　　　　　ち上げ、２年目になります。会員数は20人。メンバー全員

　　　　　　が「元気で長生き」を目標に、仲良く笑顔で体操を続けて

　　　　　　います。

ラジオ体操グループ紹介

体の中から健康になる　食事のつぼ講座

内容　カロリー編：食べ物のカロリーを知って、理想の

　　　　　　　　　体重に近づこう

　　　バランス編：食事バランスガイドを知って、体の

　　　　　　　　　内側から美しくなろう

▼７月・８月の日程など　　　　　　　　　　 ※申し込みは前日まで受付

中央保健センター

東予保健センター

場所・申込先 カロリー編

８月16日㈫

バランス編

７月11日㈪

７月15日㈮ ８月30日㈫
13時30分～15時

受講時間

※場所　中央：中央保健センター、東予：東予保健センター、小松：小松保健センター

※必要な物　母子健康手帳・アンケート（育児のしおり内）

※対象地区の場所以外で受診される場合は、事前に中央保健センターへご連絡ください。

内容 期日 受付時間 場所 対象児 地区

３カ月児
健診

13：00～14：00

小松 小松

12日㈫

14日㈭

26日㈫

20日㈬

７日㈭

５日㈫

21日㈭

13：00～13：30 東予 東予平成28年３月１日～
３月31日の出生児

平成28年３月１日～
４月30日の出生児

13：00～13：30

中央 西条

１歳６カ
月児健診 13：00～13：30 東予 東予・丹原・小松

東予・丹原・小松

平成26年12月１日～
12月31日の出生児

13：00～14：00 中央 西条

３歳児
健診

13：00～13：30 東予 平成25年６月１日～
６月30日の出生児13：00～14：00 中央 西条

７月の乳幼児健康診査

13日㈬　９：30～11：00　小松保健センター

12日㈫　９：30～11：00　中央保健センター

７日㈭　９：30～11：00　丹原保健センター

７月の乳幼児相談

４日㈪　９：30～11：00　東予保健センター

蚊による媒介感染症（デング熱など）に注意!!

　デング熱などは蚊に刺されることで感染するため、蚊を増やさないこ

とと蚊に刺されないことが重要です。蚊の活動時期は初夏から秋ごろで

すので、特にこれからの季節はしっかり蚊の対策を行ってください。

◆蚊を増やさない（幼虫対策）

　ヒトスジシマカの幼虫（ボウフラ）は、雨水マスや古タイヤ、植木鉢

の皿、ポリタンクの中など、小さな水たまりに発生します。

◆蚊を潜ませない（成虫対策）

　やぶや生け垣、庭木などの剪定や草刈りを行い、風通しや日当たりを

良くし、成虫の潜伏期間をなくしましょう。

◆蚊に刺されない（個人防御）

　蚊の多い場所に行くときは、長袖のシャツ、長ズボンなどを着用し、

はだしのサンダル履きは避け、肌を露出しないようにしましょう。

問合せ　西条保健所　健康増進課　TEL0897－56－1300
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▼当番病医院は受診できない診療科がありますので、必ず当番病医院で確認してください。

▼当番病医院に電話をかける際には、番号を確認の上、お間違いのないようご注意ください。

▼急病以外は診療時間内に受診しましょう。　

平日夜間

休日

３
㈰

10
㈰

18時～22時

済生会西条病院
0897-55-5100

西条中央病院
0897-56-0300

済生会西条病院
0897-55-5100

西条中央病院
0897-56-0300

済生会西条病院
0897-55-5100

内 外 内 外

内 外

17
㈰ 内 外

18時～22時

２
㈯

４
㈪

５
㈫

11
㈪

12
㈫

13
㈬

14
㈭

15
㈮

16
㈯

20
㈬

21
㈭

６
㈬

７
㈭

８
㈮

30
㈯

西条市民病院
0898-72-4111

西条市民病院
0898-72-4111

22
㈮

23
㈯

25
㈪

26
㈫

28
㈭

29
㈮

外

外

外

外

外

外

外

外

外

外

外

外

外

外

外

外

外

外

外

外

外

※当番病医院は変更する場合があります。

　受診される方は各病医院か、テレホンサービス TEL0897－58－2200 でご確認ください。

７月の当番病医院 ：内科 ：外科内 外

村上記念病院
0897-56-2300

今井クリニック
0898-68-8118

いしづちやまクリニック
0898-68-8885

横山病院
0898-72-2121

済生会西条病院
0897-55-5100

飯尾皮フ科泌尿器科
0898-64-5577

田渕外科
0898-65-5651

村上記念病院
0897-56-2300

18
㈪

済生会西条病院
0897-55-5100

外 外外外
１
㈮

９
㈯

19
㈫

27
㈬

今井クリニック
0898-68-8118

市立周桑病院
0898-64-2630

横山病院
0898-72-2121

広 告 欄 広 告 欄

19時～22時 休日夜間急患センター（TEL0897－52－2001）内

休日夜間急患センター（TEL0897－52－2001）９時～18時 内 外

村上記念病院
0897-56-2300

西条中央病院
0897-56-0300

済生会西条病院
0897-55-5100

平田クリニック
0898-76-2256

西条中央病院
0897-56-0300

済生会西条病院
0897-55-5100

済生会西条病院
0897-55-5100

横山病院
0898-72-2121

24
㈰

31
㈰

内 外

外内
西条中央病院
0897-56-0300

西条中央病院
0897-56-0300

村上記念病院
0897-56-2300

西条中央病院
0897-56-0300

飯尾皮フ科泌尿器科
0898-64-5577

村上記念病院
0897-56-2300

田渕外科
0898-65-5651

平田クリニック
0898-76-2256

いしづちやまクリニック
0898-68-8885

西条中央病院
0897-56-0300

気温が高くなる
季節です。
体調管理に

お気をつけください！
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妻鳥純子と音楽仲間たちーロシア・ドイツ・イタリアー

歌曲とオペラ・アリアの夕べ

妻鳥純子と音楽仲間たちーロシア・ドイツ・イタリアー

歌曲とオペラ・アリアの夕べ

開催まであと 14カ月
競技別リハーサル大会の

高松宮賜杯第60回全日本軟式野球大会（Ⅰ部）は

ひうち球場と東予運動公園野球場で開催。

一　般：3,000円（当日3,500円）高校生まで：1,000円

※未就学児の入場はご遠慮ください。

19時開演 総合文化会館大ホール７/23 土

田中陽希講演会
～グレートトラバース～日本百名山の旅を語る

田中陽希講演会
～グレートトラバース～日本百名山の旅を語る

８/28 日 13時30分開演　丹原文化会館大ホール

1,500円（当日2,000円）

入場料入場料

※各行事は主催者の都合で変更することがあります。【７月の休館日】月曜日（18日開館）、19日㈫、20日㈬

▼ 総 合 文 化 会 館 　 神拝甲79－4　TEL0897－53－5500

“さいじょう”コーラスフェスティバル

17

月

大ホール

大ホール

高齢者趣味の作品展
※13日は17時まで、14日は14時まで

日10

高校３年生対象就職フェア

無　料

13：30

9：30

小ホール9：00

12：30

７ 木

みずほ倶楽部（高橋）　　　TEL0897－56－1716

市産業振興課　　　　　  　TEL0897－52－1482

総合文化会館　　　　　　　TEL0897－53－550013：00

16：00
小ホール
展 示 室

月 日 曜 行　　事　　名 開 場 開 演 会　場 入場料 問 合 せ

無　料

アミティピアノ教室　　　　TEL0897－55－7184第20回 アミティ・ピアノコンサート

13
14
水
木

小ホール

19：00

10：00

無　料

７ 大ホール日３ みずほ倶楽部歌謡祭

7500円

16：30

社交ダンス日

18 13：00

18：30

1000円

無　料

市高齢介護課　　　　　　　TEL0897－52－1292

フレンド曽我部ダンス 　　TEL090－3184－4177

※各行事は主催者の都合で変更することがあります。【７月の休館日】月曜日（18日開館）、19日㈫、20日㈬

平成28年度　東予地域婦人教育研修会

9：30

第34回　井手愛惠バレエ研究所発表会

富貴蘭展示および即売会
※９日は17時まで、10日は16時まで。９日のみ植え替え講習を実施。

青野 　　　　　　　　　　TEL090－3184－8666

12：30

13：00

６

無　料

水 無　料

９
10
土
日

大ホール

大ホール

市教育委員会社会教育課　　TEL0897－52－1254

丹原文化会館　　　　　　　TEL0898－68－3555

７

全　館

500円

9：40

ピアノ発表会

月 日 曜 行　　事　　名 開 場 開 演 会　場 入場料

▼ 丹 原 文 化 会 館 　 丹原町田野上方2131－1　TEL0898－68－3555

３ 日

10 日

13：00

9：00

10：00 大ホール

丹原文化会館　　　　　　　TEL0898－68－3555

問 合 せ

23 土
妻鳥純子と音楽仲間たちーロシア・ドイツ・イタリアー

歌曲とオペラ・アリアの夕べ

24 日

27 水

31 日

氷川きよしコンサートツアー2016
～日本全国歌の渡り鳥！～

第３回西条市民大学　人権・同和教育講座

第21回西条アマチュア歌謡祭

12：00

13：30
17：30

14：00
18：00

18：30 19：20

9：30 10：00

小ホール

大ホール

小ホール

大ホール

無　料

一　　　般　3500円

高校生まで　1000円

無　料

無　料

総合文化会館　　　　　　　TEL0897－53－5500

デューク松山　　　　　　　TEL089－947－3535

市教育委員会人権教育課　　TEL0897－52－1360

NAK愛媛西条支部 　　　　　TEL0897－56－7543

12 火

16
17
土
日

21
22
木
金

24 日

26
27
火
水

28 木

31 日

花園流御詠歌講習会

吹奏楽クリニック（合奏）

吹奏楽クリニック（合奏）

うしろのしょうめんだーれ　32周年歌謡祭

吹奏楽クリニック（合奏）

ホールオペレーター体験講座　第２回　技術講習

Ｌダンススタジオ　第24回　発表会2016

12：30

9：00

9：00 9：30

9：00 9：30

9：00

9：00

9：30

9：30

19：00

13：30 14：00 大ホール

大ホール

大ホール

小ホール

会 議 室

全　館

全　館

500円

500円

無　料

無　料

無　料

無　料

無　料

無　料

丹原文化会館　　　　　　　TEL0898－68－3555

越智　　　　　　　　　　　TEL0898－72－4270

井手愛惠バレエ研究所　　　TEL0898－53－5024

四国東教区無相教会（松岡）TEL0898－23－8480

うしろのしょうめんだーれ　TEL0898－73－2207

丹原文化会館　　　　　　　TEL0898－68－3555

Ｌダンススタジオ　　　　　TEL0898－72－5285

丹原・総合文化会館他で

チケット販売中！入場料入場料

35 広報さいじょう　2016　 ７月号
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02　特集 学校にＩＣＴがやってきた！

06　国民健康保険・後期高齢者医療制度の被保

　　険者の皆さんへ

08　いきいきバス新制度スタート／便利なフリ

　　ー乗降区間

09　市長コラム「キャッチボール」 ほか

10　投票所が変わります／濱名自販と災害時応

　　援協定／交通災害共済の取り扱い終了／え

　　ひめ国体・えひめ大会市実行委総会を開催

11　小松町ふるさと祭り／西条市おかげん祭市

　　民花火大会

12　支所だより

13　情報最前線

　　13～15：お知らせ／15～17：催し

　　17～19：講座教室／19～20：募集

21　西条市への意見書

23　施設ガイド

26　まちのわだい カメラスポット

28　Ｈａｐｐｙ Ｂｉｒｔｈｄａｙ

29　さいじょう文芸広場 ほか

30　人権・同和教育シリーズ ほか

31　定期無料相談

32　保健センターだより

34　７月の当番病医院

35　文化会館イベント情報 ほか

７月号　目次

西条バードウォッチング　　撮影：十亀茂樹

№131　オオコノハズク（留鳥）

◎人口　111,839 人（＋21）

　男性　 53,839 人（＋28）

　女性　 58,000 人（－７）

◎世帯　50,281 世帯（＋25）

　住民基本台帳登録数
　平成28年５月末日現在（前月比）

当番病医院（常時）
０８９７－５８－２２００

災害情報（発生時）
０８９７－５５－５５５１

防災行政無線の内容確認
０８９７－５６－６５９９

　全長23.5～26㎝、山地の森林、社寺林などの大木の樹洞

で営巣しています。夜行性のため姿を見るのはまれ。繁殖

期には夜間「ウォッウォッ」と低い声で鳴いています。よ

く似たコノハズクより少し大きく、耳に見える羽角も長

め、目の虹彩は橙色。西条では低地での観察例は少なく、

瓶ヶ森林道などで夜間、車で走っていて見られています。

人口のうごき テレホンサービス

36広報さいじょう　2016　 ７月号
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	2016年さいじょう7月号_P14
	2016年さいじょう7月号_P15
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	2016年さいじょう7月号_P27
	2016年さいじょう7月号_P28
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